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市税

39億250万円

議会費

1億9,263万円 人件費

50億1,682万円

物件費

46億3,678万円

維持補修費

8億5,038万円

扶助費

14億8,077万円補助費等

25億3,552万円

普通建設事業費・

災害復旧費

43億2,157万円

公債費

50億7,750万円

繰出金

17億8,898万円

その他

12億168万円

総務費

28億3,411万円

民生費

50億6,950万円

衛生費

19億7,652万円

労働費

7,487万円

農林水産業費

17億4,950万円
商工費

14億884万円

土木費

43億581万円
消防費

8億3,092万円

教育費

22億5,519万円

災害復旧費

3億1,922万円

公債費

50億7,750万円

諸支出金

7億6,539万円

予備費 5,000万円

269億1,000万円

5,000万円

7億6,539万円

50億7,750万円

3億1,922万円

22億5,519万円

8億3,092万円

43億581万円

14億884万円

17億4,950万円

7,487万円

19億7,652万円

50億6950万円

28億3,411万円

1億9,263万円

歳　出　合　計

予備費

諸支出金

公債費

災害復旧費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業費

労働費

衛生費

民生費

総務費

議会費

区　　　　分 予　算　額

歳　　出

269億1,000万円

12億168万円

17億8,898万円

50億7,750万円

43億2,157万円

25億3,552万円

14億8,077万円

8億5,038万円

46億3,678万円

50億1,682万円

歳　出　合　計

その他

繰出金

公債費

普通建設事業費・災害復旧費

補助費等

扶助費

維持補修費

物件費

人件費

区　　　　分 予　算　額

歳出予算性質別分類表
2月定例会

平成18年度 一般会計予算 269億1,000万円平成18年度 一般会計予算 269億1,000万円平成18年度 一般会計予算 269億1,000万円
特別・企業会計総額 190億8,350万円 すべてを可決

269億1,000万円

4億2,311万円

39億3,740万円

11億1,270万円

15億195万円

16億5,672万円

11億8,629万円

10億693万円

108億円

13億8,240万円

39億250万円

歳　入　合　計

その他

市債

諸収入

繰入金

県支出金

国庫支出金

分担金・使用料等

地方交付税

地方譲与税・地方消費税交付金等

市税

区　　　　分 予　算　額

歳　　入

地方譲与税・

地方消費税交付金等

13億8,240万円

地方交付税等

108億円

分担金・使用料等

10億693万円

国庫支出金

11億8,629万円

県支出金

16億

5,672万円

繰入金

15億195万円

諸収入

11億1,270万円

市債

39億3,740万円

その他

4億2,311万円

　平成18年2月定例会が2月27日か

ら3月22日までの24日間で開かれ

た。

　平成18年度一般会計予算をはじ

め13の会計予算及び26の条例制

定・改廃などが提案された。

　また、平成18年度を初年度と

し、向こう10年間の魚沼市の方向

性を示す「第1次魚沼市総合計画基

本構想」及び新たに発足する「指

定管理者制度」に基づく施設の管

理者を定める議案、平成17年度一

般会計補正予算などが提案され

た。

　本定例会の2日目には、市長の所

信表明が行われた。

　平成18年度予算関係議案は予算

審査特別委員会に、総合計画は総

合計画審査特別委員会に、条例関

係については3つの常任委員会に付

託され、それぞれの委員会で審議

した結果すべて可決すべきものと

され、提案された議案は本会議に

おいてすべて可決された。

　受理した請願・陳情は、3件を採

択して関係省庁へ意見書を提出

し、1件を不採択、1件を継続審査

とした。
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ケーブルテレビ　全市展開には課題も

主な予算審議 あなたは
　　どう思いますか？

ケーブルテレビ局舎（堀之内庁舎）

　旧堀之内町の都市計画用途地域を除く農村部に、農村総合整備事業で9億6,000万円の

経費で整備された施設を、5,800万円ほどをかけて運営するもの。

　対象が1,500戸余りのところ900戸ほどの加入で４月１日から共用開始されるが、収入

と支出のバランスが悪い。全市展開すれば経営が成り立つとされるが、現在あるいは将来

の通信形態を考えると疑問が残る。

　市は、旧堀之内町の残された地域について本事業を実施したいとしている。

庁舎建設の基金積み立てに3億円

　18年度末積立額が4億円となる。

行政改革を実施する上で職員や機能を集中させ

るためには、早期に建設して、市民の負託にこ

たえる必要がある。

　ただし、旧町村の施設利用もあり、大規模な

箱物整備には、現下の財政事情を考えると、18

年度に積み立てが必要か疑問の声も出された。

財政問題をどう乗り切るか

　財政調整基金などの18年度末基金残高を推計

するに、19年度以降の財政の運営が困難である

と考えられ、福祉施策をはじめとした住民サービ

スの低下が懸念される。

　行政、議会、住民が一体となってこの財政難

を打開する必要がある。

少子化対策につながるか、子育て支援を拡充

高齢者支援

環境整備

医師確保対策

　子育て支援費として予算額3,144万円を計上。支援センターの土、日曜の運営は考えら

れないか、との質問に、希望者は少ない、子育てサークルの支援、親子ふれあい事業を拡

充して対応する。保育料の軽減について、第2子は合併後軽減した。

　児童手当は予算額2億8,572万円、小学6年生まで支給をする。

新規事業で児童医療費を小学校卒業まで助成する。予算額3,000万円、改正後は通院で530円、

入院で1日1,200円の負担となる。乳幼児検診は方法等について苦情が多いが、検診方法に

ついてアンケートをして検討した。一部守門でも対応するが「現状でよい」が多数である。

　学童保育は新たに障害児を対象に入れる、またクーラーの設置で利用者の負担は増えない。

　入広瀬火葬場の改築は予算額1億2,895万円を計上し、18年の冬前に完成予定。守門火葬

場は老朽化のため19年度に撤去する予定。

　ごみ処理事業の焼却残渣について、委託先の最終処分場は平成36年まで可能、自前です

るより経費は安い。また、ごみ袋の価格については、いろいろなところでごみ処理に経費

がかかるので現状でお願いする。

　公害対策は、養豚場の臭気測定を継続調査する。また、騒音測定器の購入を予定した。

　老人クラブ助成金の配分方法は適当か、45人未満は県の補助がないので格差はあるが助

成の目的は会の維持、運営で活動助成ではない。

　高齢者生活支援ハウスについて建設場所は適当なのか、検討過程、決定理由について。

広神地区の美雪園の近くに9戸建設、将来的生活支援が必要になる者を対象との見解を示す。

　医師確保対策は県内医師確保のため、就学資金、月30万

円、入学資金、限度額500万円を貸与する。
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前進するか企業誘致

　商工課に企業誘致推進室を設置し、それとは別に庁内に「水の郷プロジェクトチーム」を置き、

二本立てで水の郷への企業誘致の実現のための活動を行ってきた。

　18年度は企業誘致のチャンネルを広げるために首都圏に企業誘致センターを設置したい考えで

ある。経済産業省の外郭団体である㈶日本立地センターに一部業務を委託し専門員を配置する計

画もある。なお、ＵＭＣジャパン（半導体業界）からは新工場建設時期について具体的な考えを

示されていない。

再生なるか越後ゴルフ倶楽部

　民事再生に至った経緯はバブル経済崩壊で会員権価格の暴落、中越地震、豪雪による売り上げ

減及び費用増が原因としている。

　現在、会員のプレー権の確保とともに、経営者側は地域社会の振興を最優先にし、再生計画を

立案中。再生計画立案後、適宜説明会を開催するとしているが、行政、地域が一体となった再生

論議が必要ではないか。

公園事業整備計画進む

１　月岡公園

　平成元年度に計画面積23.2haで事業認可され、芝生広場が平成17年度でほぼ完成した。

平成18年度の事業内容は、今後整備を計画しているキャンプ場・市民の森の測量調査設計を予定

しており、測量試験費600万円、土地購入費1,560万円、補償費760万円を計上し、用地は15,300

㎡を予定している。平成18年度予定を含めると全体の98％が買収済みとなる。

　また、工事については、工事請負費4,990万円を計上。今後、花き公園の施設整備を計画してお

り、事業の完成は平成21年度の予定。

２　小出公園

　昭和57年度に計画面積22.2haで事業認可され、小出スキー場を併用しながら周辺整備を実施。

平成18年度の事業内容は、測量試験費60万円及び土地購入費2,485万円、補償費260万円を計上

し、地権者8人で15,076㎡を計画している。

　平成18年度予定を含めると全体の96％が買収済みとなる。事業の完成は平成24年度の予定。

新農政への対応強化

　担い手の育成が喫緊の課題だが、取り組みが近隣自治体に比べて弱い。

農協と連携を強めて、初年度から恩恵にあずかるようにしないと意味が薄れる。少なくとも19年

度に面積で50％以上が該当できるくらいの意気込みで取り組むべき問題だ。

課題多い観光施設

　魚沼市はスキー場を含め温泉施設、宿泊施設等の直営の施設が多くある。

これらのすべての施設に一般財源を充当しなければ健全に経営できない状況にある。

施設の利用においては、例えば入広瀬地域では、高校や大学の合宿を多く受け入れている。

また、青雲館では農業体験実習施設として国からの補助を受け地域の活性化のために整備されて

きた。これらの施設はそれぞれの特徴を持って経営されているが、現在必要とされている課題は

施設の利用価値と経済効果を上げることである。今後の経営状況と施設のあり方を十分検討しな

がら運営を考えていかなければならない。

ネットワーク化目指す図書館事業

　図書館建設については、総合計画の中で検討する。

図書館のネットワーク化は平成18年度と平成19年度の2カ年を予定しており、ネットワーク完

成後は、市内の図書館・図書室の図書を備え付けの端末機で貸し借りできるシステムを整備する。

どう変わる施設管理

　「指定管理者制度」は、一般の人には聞きなれないと思うが民間の団体等が、公の市の施設（体

育館、文化会館、福祉施設、保育所等）の管理運営を行政に代わって行い、民間活力を生かして

サービスの向上、経費の節減を図るものである。

　今回28施設の公募に対して９施設に複数の応募があったが、結果変わったのは１施設のみであ

った。なぜ全施設でプレゼンテーション・ヒアリングをしなかったのか。また、14施設で委託管

理料が支払われているが、半分の７施設で前年度比増額になっている。

　多額の補助金を受けている福祉の外部団体が複数の施設で選ばれた。介護サービスでは補助金

等は一切ない民間企業、ＮＰＯの参入が進む中、透明化、公平化を図って同じスタートラインに

立つべきである。
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導
�
体
験
活
動
を

通
し
た
社
会
性
や
コ
ミ
�
ニ

ケ
�
シ
�
ン
能
力
の
育
成
な

ど
に
取
り
組
み
�
子
ど
も
た

ち
に
夢
や
希
望
を
持
た
せ
�

問　
　

魚
沼
市
の
財
政
力

は
�
県
下
市
の
中
で
２
番
目

に
悪
く
�
危
機
的
状
況
で
あ

る
が
�
市
民
か
ら
は
お
か
ま

い
な
し
に
要
望
は
上
が
�
て

く
る
�
市
民
か
ら
よ
く
知
�

て
い
た
だ
く
た
め
の
講
座
を

開
く
べ
き
だ
�

答　
　

魚
沼
市
の
財
政
状
況

を
市
民
に
お
知
ら
せ
す
る
手

段
と
し
て
�
広
報
う
お
ぬ
ま

と
市
の
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
に
よ

り
行
�
て
い
る
が
�
こ
れ
か

ら
も
必
要
な
都
度
�
周
知
を

図
�
て
い
く
�

問　
　

民
間
社
員
は
�
業
績

が
悪
け
れ
ば
給
与
も
上
が
ら

社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
で

き
る
人
間
の
育
成
を
目
指
し

て
い
る
�

問　
　

小
中
学
校
で
取
り
組

む
職
業
体
験
活
動
は
�
実
際

の
仕
事
の
大
変
さ
や
喜
び
�

経
済
の
仕
組
み
を
学
ぶ
た
め

に
大
変
良
い
と
思
う
が
�
成

果
と
課
題
を
問
う
�

答　
　

総
合
学
習
の
場
な
ど

で
�
社
会
体
験
・
職
場
体
験
・

見
学
を
通
し
て
職
業
意
識
の

形
成
に
努
め
�
ま
た
�
仕
事

や
自
分
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
の
楽
し
さ
や
�
自
己
の
有

用
感
を
実
感
さ
せ
�
自
分
の

生
き
が
い
を
見
つ
け
る
大
切

さ
に
気
づ
か
せ
�
勤
労
へ
の

意
識
・
意
欲
を
持
た
せ
る
よ

う
に
努
め
て
い
る
�

問　
　

女
性
の
雇
用
環
境
と

し
て
�
育
児
休
業
は
制
度
化

１
９
０
人
減
�
５
４
５
人
を

計
画
�

ず
�
賞
与
も
出
ず
�
下
手
す

る
と
リ
ス
ト
ラ
の
対
象
に
な

る
�
公
務
員
は
�
争
議
権
が

な
い
代
わ
り
に
身
分
保
障
が

あ
る
�
入
庁
年
次
で
ほ
ぼ
横

並
び
の
給
与
水
準
で
あ
る

が
�
民
間
が
や
�
て
い
る
勤

務
評
価
制
度
を
導
入
す
る
べ

き
で
あ
る
�

答　
　

勤
務
評
価
は
�
分
限

懲
戒
処
分
に
基
づ
き
勤
勉
手

当
に
反
映
さ
せ
て
い
る
�
18

年
度
以
降
は
給
与
構
造
改
革

に
伴
い
昇
給
�
昇
格
�
勤
勉

手
当
に
お
い
て
よ
り
実
効
あ

る
も
の
と
す
る
よ
う
検
討
�

問　
　

魚
沼
市
職
員
は
膨
れ

上
が
�
た
が
�
適
正
職
員
数

に
な
る
の
は
何
年
後
か
示

せ
�

答　
　

職
員
数
は
10
年
後
に

さ
れ
て
も
�
出
産
や
育
児
を

契
機
に
離
職
せ
ざ
る
を
得
な

い
厳
し
い
環
境
に
あ
る
�
働

き
な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て

で
き
る
環
境
の
構
築
�
再
就

職
支
援
を
強
く
要
望
し
た

い
�

答　
　

仕
事
と
家
庭
の
両

立
�
特
に
仕
事
と
育
児
を
両

立
し
て
い
く
に
は
�
子
育
て

の
た
め
の
社
会
的
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
と
合
わ
せ
て
企
業
側

の
両
立
支
援
の
た
め
の
制
度

や
施
策
の
整
備
�
さ
ら
に
そ

れ
を
利
用
し
や
す
い
職
場
風

土
の
醸
成
な
ど
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
�
企
業
へ

の
支
援
と
し
て
﹁
育
児
・
介

護
休
暇
取
得
推
進
支
援
事

業
﹂
を
創
設
し
�
育
児
休
業

を
取
得
し
や
す
く
�
職
場
復

帰
し
や
す
い
雇
用
環
境
の
整

備
に
努
め
る
�

榎本 春実 議員

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
市政を問う

（通告順）

少
子
高
齢
化
時
代
に
お
け
る
住
宅
・
宅
地
の
条
件
に
つ
い
て

若
者
と
女
性
に
雇
用
の
支
援
を

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

白熱論
戦

白熱論
戦

問答

問答

問問 答

問問 答

問 答答

答

問

問

答

答

　３月９日、10 日の２

日間にわたり行われた、

市長の所信に対する一般

質問では、20 人の議員

が質問を行い、施政をた

だした。
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問　
　

身
内
不
在
の
老
人
家

庭
な
ど
に
適
用
さ
れ
て
い
る

現
在
の
屋
根
雪
処
分
や
門
払

い
�
雪
道
つ
け
等
の
支
援
制

度
は
�
少
子
高
齢
化
率
の
高

い
我
が
市
と
し
て
は
�
も
う

少
し
制
度
を
見
直
し
て
�
家

主
不
在
の
家
や
�
長
期
留
守

宅
な
ど
も
含
め
�
通
行
人
や

近
隣
の
家
の
安
全
確
保
の
た

め
見
直
し
を
要
す
る
の
で
は

な
い
か
�

答　
　

除
雪
援
助
事
業
は
�

高
齢
者
の
人
命
・
安
全
確
保
�

緊
急
時
の
通
路
等
の
確
保
が

目
的
で
あ
る
�
基
本
的
に
は
�

現
行
制
度
を
継
続
し
て
実
施

す
る
�
社
協
で
実
施
し
て
い

い
�
関
係
法
施
行
以
前
の
建

物
で
該
当
す
る
も
の
は
注
意

喚
起
や
増
改
築
に
際
し
指
導

し
た
い
�

問　
　

高
層
の
市
営
住
宅
で

は
�
エ
レ
ベ
�
タ
�
ど
こ
ろ

か
階
段
に
手
す
り
も
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
�
危
険
で
も
あ

る
の
で
改
善
す
べ
き
で
は
な

い
か
�

答　
　

公
営
住
宅
の
建
設
年

次
に
よ
�
て
手
す
り
の
な
い

住
宅
が
あ
る
�
今
後
�
計
画

的
に
設
置
し
た
い
�

る
身
体
障
害
者
世
帯
�
母
子

世
帯
等
の
援
助
に
つ
い
て

は
�
市
の
事
業
に
一
元
化
す

る
�

問　
　

出
入
り
道
路
の
機
械

に
よ
る
除
雪
が
不
可
能
と
予

想
さ
れ
る
宅
地
へ
の
建
築
許

可
は
�
も
�
と
高
齢
化
が
進

ん
で
く
る
と
生
活
道
路
の
確

保
が
で
き
な
く
な
る
と
予
想

さ
れ
る
が
�
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
�

答　
　

建
築
確
認
申
請
に

よ
�
て
基
準
を
満
た
さ
な
い

も
の
は
建
築
許
可
さ
れ
な

高橋 和福 議員

危険な雪庇

大塚 フミ子 議員

問　
　

若
者
の
就
労
形
態
が

変
わ
�
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
う
�
ニ
�
ト
と
呼
ば
れ
る

若
年
無
業
者
は
全
国
で
64
万

人
�
県
で
約
１
万
４
千
人
も

い
る
と
言
わ
れ
�
年
々
増
加

傾
向
で
あ
る
こ
と
が
心
配
で

あ
る
�
国
や
県
も
本
腰
を
入

れ
て
対
策
に
取
り
組
む
と
し

て
い
る
が
�
ニ
�
ト
に
な
ら

な
い
予
防
策
と
し
て
市
の
取

り
組
み
を
問
う
�

答　
　

学
業
に
お
け
る
つ
ま

ず
き
の
早
期
発
見
と
個
別
に

応
じ
た
指
導
�
体
験
活
動
を

通
し
た
社
会
性
や
コ
ミ
�
ニ

ケ
�
シ
�
ン
能
力
の
育
成
な

ど
に
取
り
組
み
�
子
ど
も
た

ち
に
夢
や
希
望
を
持
た
せ
�

問　
　

魚
沼
市
の
財
政
力

は
�
県
下
市
の
中
で
２
番
目

に
悪
く
�
危
機
的
状
況
で
あ

る
が
�
市
民
か
ら
は
お
か
ま

い
な
し
に
要
望
は
上
が
�
て

く
る
�
市
民
か
ら
よ
く
知
�

て
い
た
だ
く
た
め
の
講
座
を

開
く
べ
き
だ
�

答　
　

魚
沼
市
の
財
政
状
況

を
市
民
に
お
知
ら
せ
す
る
手

段
と
し
て
�
広
報
う
お
ぬ
ま

と
市
の
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
に
よ

り
行
�
て
い
る
が
�
こ
れ
か

ら
も
必
要
な
都
度
�
周
知
を

図
�
て
い
く
�

問　
　

民
間
社
員
は
�
業
績

が
悪
け
れ
ば
給
与
も
上
が
ら

社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
で

き
る
人
間
の
育
成
を
目
指
し

て
い
る
�

問　
　

小
中
学
校
で
取
り
組

む
職
業
体
験
活
動
は
�
実
際

の
仕
事
の
大
変
さ
や
喜
び
�

経
済
の
仕
組
み
を
学
ぶ
た
め

に
大
変
良
い
と
思
う
が
�
成

果
と
課
題
を
問
う
�

答　
　

総
合
学
習
の
場
な
ど

で
�
社
会
体
験
・
職
場
体
験
・

見
学
を
通
し
て
職
業
意
識
の

形
成
に
努
め
�
ま
た
�
仕
事

や
自
分
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
の
楽
し
さ
や
�
自
己
の
有

用
感
を
実
感
さ
せ
�
自
分
の

生
き
が
い
を
見
つ
け
る
大
切

さ
に
気
づ
か
せ
�
勤
労
へ
の

意
識
・
意
欲
を
持
た
せ
る
よ

う
に
努
め
て
い
る
�

問　
　

女
性
の
雇
用
環
境
と

し
て
�
育
児
休
業
は
制
度
化

１
９
０
人
減
�
５
４
５
人
を

計
画
�

ず
�
賞
与
も
出
ず
�
下
手
す

る
と
リ
ス
ト
ラ
の
対
象
に
な

る
�
公
務
員
は
�
争
議
権
が

な
い
代
わ
り
に
身
分
保
障
が

あ
る
�
入
庁
年
次
で
ほ
ぼ
横

並
び
の
給
与
水
準
で
あ
る

が
�
民
間
が
や
�
て
い
る
勤

務
評
価
制
度
を
導
入
す
る
べ

き
で
あ
る
�

答　
　

勤
務
評
価
は
�
分
限

懲
戒
処
分
に
基
づ
き
勤
勉
手

当
に
反
映
さ
せ
て
い
る
�
18

年
度
以
降
は
給
与
構
造
改
革

に
伴
い
昇
給
�
昇
格
�
勤
勉

手
当
に
お
い
て
よ
り
実
効
あ

る
も
の
と
す
る
よ
う
検
討
�

問　
　

魚
沼
市
職
員
は
膨
れ

上
が
�
た
が
�
適
正
職
員
数

に
な
る
の
は
何
年
後
か
示

せ
�

答　
　

職
員
数
は
10
年
後
に

さ
れ
て
も
�
出
産
や
育
児
を

契
機
に
離
職
せ
ざ
る
を
得
な

い
厳
し
い
環
境
に
あ
る
�
働

き
な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て

で
き
る
環
境
の
構
築
�
再
就

職
支
援
を
強
く
要
望
し
た

い
�

答　
　

仕
事
と
家
庭
の
両

立
�
特
に
仕
事
と
育
児
を
両

立
し
て
い
く
に
は
�
子
育
て

の
た
め
の
社
会
的
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
と
合
わ
せ
て
企
業
側

の
両
立
支
援
の
た
め
の
制
度

や
施
策
の
整
備
�
さ
ら
に
そ

れ
を
利
用
し
や
す
い
職
場
風

土
の
醸
成
な
ど
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
�
企
業
へ

の
支
援
と
し
て
﹁
育
児
・
介

護
休
暇
取
得
推
進
支
援
事

業
﹂
を
創
設
し
�
育
児
休
業

を
取
得
し
や
す
く
�
職
場
復

帰
し
や
す
い
雇
用
環
境
の
整

備
に
努
め
る
�

榎本 春実 議員

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
市政を問う

（通告順）

少
子
高
齢
化
時
代
に
お
け
る
住
宅
・
宅
地
の
条
件
に
つ
い
て

若
者
と
女
性
に
雇
用
の
支
援
を

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

白熱論
戦

白熱論
戦

問答

問答

問問 答

問問 答

問 答答

答

問

問

答

答

　３月９日、10 日の２

日間にわたり行われた、

市長の所信に対する一般

質問では、20 人の議員

が質問を行い、施政をた

だした。



魚 沼 市 議 会 だ よ り11 10魚 沼 市 議 会 だ よ り

問　
　

教
材
費
�
給
食
費
な

ど
学
校
へ
納
め
る
お
金
は
年

間
10
万
円
に
も
及
ぶ
�
そ
の

お
金
を
補
助
す
る
の
が
こ
の

制
度
だ
が
�
全
県
平
均
で

11
・
７
％
の
利
用
率
な
の
に
�

魚
沼
市
は
わ
ず
か
５
・
３
％

だ
�
も
�
と
多
く
の
人
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
考

え
は
な
い
か
�

答　
　

本
当
に
援
助
を
必
要

と
し
て
い
る
世
帯
に
つ
い

て
�
本
人
の
申
請
は
も
と
よ

り
�
民
生
児
童
委
員
�
学
校

長
�
関
係
課
等
と
連
携
し
て

支
援
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
る
�

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
�

答　
　

市
民
全
体
が
地
域
医

療
を
守
り
�
支
え
る
�
育
て

る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と

が
必
要
�
地
域
医
療
ネ
�
ト

ワ
�
ク
検
討
会
で
そ
れ
ら
に

つ
い
て
議
論
い
た
だ
き
�
市

民
の
安
心
と
利
便
性
の
向
上

を
図
り
た
い
�

問　
　

就
学
援
助
を
申
請
す

る
際
に
�
気
軽
に
申
し
込
み

に
く
い
手
続
き
に
な
�
て
い

る
の
で
は
な
い
か
�

答　
　

申
し
込
み
は
�
地
域

の
見
守
り
役
で
も
あ
る
民
生

児
童
委
員
に
提
出
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
�
申
し
込
み
に

支
障
が
あ
れ
ば
�
意
見
等
を

い
た
だ
き
改
善
を
検
討
し
た

い
�

休
日
・
夜
間
の
診
療
所
開
設

に
つ
い
て

問　
　

県
立
小
出
病
院
に
時

間
外
診
療
の
負
担
が
か
か
り

す
ぎ
て
�
そ
の
た
め
に
医
師

に
敬
遠
さ
れ
医
師
不
足
に

な
�
て
い
る
面
も
あ
る
と
聞

く
�
市
の
責
任
で
休
日
・
夜

間
の
診
療
所
を
開
設
し
て
小

出
病
院
の
負
担
を
軽
減
す
る

住安 孝夫 議員

大平 悦子 議員

問　
　

こ
れ
か
ら
は
国
任
せ

に
せ
ず
�
地
方
で
あ
る
市
町

村
が
�
自
分
た
ち
の
地
域
の

教
育
を
ど
う
す
る
の
か
考
え

実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
来
て
い
る
�
魚
沼
市

独
自
の
教
育
を
考
え
て
い
る

か
�

答　
　

乳
幼
児
期
の
家
庭
教

育
は
�
そ
の
子
ど
も
の
社
会

的
自
立
へ
の
第
一
歩
で
あ

り
�
そ
の
家
庭
教
育
の
柱
は
�

親
の
姿
で
あ
り
�
地
域
社
会

へ
の
参
加
で
あ
る
�

　

市
と
し
て
は
�
心
の
教
育

や
相
談
活
動
・
社
会
体
験
の

推
進
・
家
庭
教
育
へ
の
支
援

に
関
す
る
事
業
を
さ
ら
に
充

問　
　

新
年
度
予
算
に
有
機

セ
ン
タ
�
の
用
地
取
得
費
が

５
億
円
計
上
さ
れ
�
建
設
に

動
き
出
し
た
�
施
設
の
必
要

性
は
理
解
す
る
が
財
政
状
況

が
厳
し
い
中
で
建
設
に
は
い

ろ
ん
な
問
題
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
�

　

計
画
に
つ
い
て
次
の
各
点

に
つ
い
て
問
う
�

１　

財
源
の
確
保
は
で
き
る

か
�
ま
た
�
市
の
持
ち
出
し

額
は
ど
の
く
ら
い
か
�

２　

運
営
母
体
の
早
期
決
定

が
重
要
だ
が
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
�

３　

採
算
の
と
れ
る
施
設
に

す
る
べ
き
と
思
う
が
収
支
計

画
は
で
き
て
い
る
か
�

４　

用
地
の
選
定
は
進
ん
で

実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
�

幼
�
保
�
小
�
中
�
高
校
の

連
携

問　
　

教
育
現
場
の
指
導
に

つ
い
て
話
し
合
い
が
あ
れ

ば
�
解
決
で
き
る
こ
と
は

多
々
あ
る
�
幼
稚
園
�
保
育

園
か
ら
高
校
ま
で
連
携
を
持

つ
仕
組
み
を
持
て
ば
�
よ
り

効
果
的
な
教
育
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
�
教
育
に
か
か
わ

る
人
た
ち
が
�
本
音
で
真
剣

に
語
れ
る
�
意
見
交
換
の
場

を
持
つ
考
え
は
あ
る
か
�

答　
　

今
ま
で
行
�
て
き
た

小
中
学
校
の
連
携
の
方
法
や

内
容
を
見
直
し
�
各
中
学
校

区
単
位
で
の
サ
ポ
�
ト
委
員

会
を
立
ち
上
げ
�
来
年
度
か

ら
活
動
す
る
こ
と
と
し
て
い

検
討
し
た
い
�

４　

複
数
の
候
補
地
の
検
討

段
階
で
�
施
設
規
模
や
臭
気
�

環
境
対
策
�
ア
ク
セ
ス
道
路

や
冬
期
間
の
対
応
等
総
合
的

判
断
に
基
づ
き
検
討
中
�
本

施
設
は
�
魚
沼
市
に
お
け
る

循
環
型
社
会
構
築
の
基
礎
と

し
て
の
施
設
と
考
え
�
畜
産

農
家
の
み
で
な
く
�
市
民
全

体
に
有
益
な
施
設
と
位
置
づ

け
進
め
て
い
る
�

５　

資
源
循
環
型
社
会
の
構

築
と
﹁
安
全
・
安
心
・
信
頼
﹂

の
農
作
物
の
提
供
の
た
め
有

機
肥
料
の
施
肥
を
推
進
す
る

と
と
も
に
市
民
に
広
く
お
知

ら
せ
し
た
い
�

６　

当
初
計
画
は
�
事
業
系

の
食
物
残
渣
だ
が
�
将
来
的

に
は
�
各
家
庭
か
ら
の
食
物

残
渣
に
つ
い
て
も
ご
理
解
を

得
な
が
ら
処
理
し
た
い
と
考

え
て
い
る
�

い
る
の
か
�

５　

堆
肥
の
需
要
が
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
調
査
は
行
わ

れ
た
か
�

６　

将
来
的
に
は
家
庭
生
ゴ

ミ
も
処
理
す
る
の
か
�

答　

１　

有
機
セ
ン
タ
�

は
�
平
成
18
年
度
と
19
年
度

の
２
カ
年
で
設
置
す
る
予

定
�
18
年
度
は
�
環
境
調
査
�

測
量
設
計
�
用
地
購
入
及
び

造
成
工
事
を
予
定
し
て
い

る
�
財
源
は
�
50
％
を
国
の

補
助
事
業
で
�
残
り
を
合
併

特
例
債
等
で
対
応
し
た
い
�

２　

原
材
料
の
搬
入
や
堆
肥

の
販
路
�
農
地
へ
の
散
布
体

制
及
び
新
た
な
雇
用
機
会
の

創
出
と
の
観
点
か
ら
も
検
討

し
早
期
に
決
定
し
た
い
�

３　

処
理
方
式
や
施
設
規

模
�
臭
気
対
策
や
冬
期
対
策

等
の
細
部
の
検
討
と
並
行
し

て
�
収
支
計
画
を
具
体
的
に

る
�

　

ま
た
�
上
部
組
織
と
し
て
�

﹁
魚
沼
�
子
サ
ポ
�
ト
委
員

会( 

仮
称)

﹂
を
立
ち
上
げ
�

市
全
体
の
問
題
と
し
て
課
題

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
�
て
い
く
�

森山 英敏 議員

就
学
援
助
を
も
�
と
多
く
の
人
々
に

森山 博 議員

問　
　

所
信
表
明
の
中
で
�

総
合
計
画
に
引
き
継
が
れ
た

﹁
人
と
四
季
が
か
が
や
く
雪

の
く
に
﹂
を
実
現
す
る
た
め
�

平
成
18
年
度
を
﹁
自
己
創
造

元
年
﹂
と
位
置
づ
け
�
市
政

運
営
に
あ
た
る
�
ま
た
行
財

政
の
効
率
化
・
合
理
化
を
目

指
し
﹁
行
政
改
革
大
綱
﹂
及

び
﹁
集
中
改
革
プ
ラ
ン
﹂
に

基
づ
き
組
織
機
構
や
事
務
事

業
の
検
証
を
行
い
�
財
政
運

営
の
健
全
化
を
目
指
す
と
あ

る
が
�
平
成
19
年
度
以
降
の

基
金
残
高
等
を
見
る
に
�
当

市
の
財
政
は
危
機
的
状
況
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
�
19
年

度
以
降
の
財
政
運
営
を
ど
う

さ
れ
る
か
次
の
３
点
に
つ
い

て
問
う
�

１　

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
�

２　

ス
ク
ラ
�
プ
ア
ン
ド
ビ

　

ル
ド
に
つ
い
て
�

３　

経
費
の
節
減
に
つ
い
て
�

答　
　

国
の
三
位
一
体
改
革

に
よ
る
地
方
交
付
税
の
大
幅

な
削
減
や
国
庫
補
助
負
担
金

の
一
般
財
源
化
に
伴
う
影
響

を
受
け
た
結
果
�
基
金
の
繰

り
入
れ
や
起
債
の
借
り
入
れ

に
よ
り
�
財
源
を
確
保
し
た
�

　

財
政
再
建
団
体
へ
の
転
落

を
回
避
し
�
持
続
可
能
な
財

政
運
営
を
図
る
た
め
に
は
�

財
源
不
足
の
解
消
に
向
け
て

歳
入
の
確
保
�
歳
出
の
改
革

を
徹
底
す
る
な
ど
�
行
政
改

革
大
綱
と
集
中
改
革
プ
ラ
ン

の
推
進
と
あ
わ
せ
�
住
民

サ
�
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
的

財
政
運
営
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
�
て
い
き
た
い
�

危
機
的
状
況
に
あ
る
市
財
政
を
ど
う
立
て
直
す
の
か

魚
沼
市
独
自
の
教
育
施
策
は

なかよし保育園

有
機
セ
ン
タ
�
に
つ
い
て

主な基金

水道料金

単位：千円

（消費税等込み単価）

基金の

名　称

財政調整基金 711,754

100,000

1,060,000

394,036

△560,000

300,000

360,000

△300,000

151,754

400,000

1,420,000

94,036

庁舎建設基金

地域振興基金

減債基金

旧

町

村

名

入　

広　

瀬

守　
　
　
　

門

広　
　
　
　

神

湯　

之　

谷

小　
　
　
　

出

堀　

之　

内

1 ㎥

当り 157 105105147136106

円 円 円円円円

17年度末

保有額（予定）

とり崩し額△

積立額

18年度末

残高予定

問問

問

問

問

問問

答

答

答

答

答

答

答

休
日
・
夜
間
の
診
療
所

開
設
に
つ
い
て

幼
�保
�小
�中
�高
校
の

連
携
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問　
　

教
材
費
�
給
食
費
な

ど
学
校
へ
納
め
る
お
金
は
年

間
10
万
円
に
も
及
ぶ
�
そ
の

お
金
を
補
助
す
る
の
が
こ
の

制
度
だ
が
�
全
県
平
均
で

11
・
７
％
の
利
用
率
な
の
に
�

魚
沼
市
は
わ
ず
か
５
・
３
％

だ
�
も
�
と
多
く
の
人
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
考

え
は
な
い
か
�

答　
　

本
当
に
援
助
を
必
要

と
し
て
い
る
世
帯
に
つ
い

て
�
本
人
の
申
請
は
も
と
よ

り
�
民
生
児
童
委
員
�
学
校

長
�
関
係
課
等
と
連
携
し
て

支
援
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
る
�

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
�

答　
　

市
民
全
体
が
地
域
医

療
を
守
り
�
支
え
る
�
育
て

る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と

が
必
要
�
地
域
医
療
ネ
�
ト

ワ
�
ク
検
討
会
で
そ
れ
ら
に

つ
い
て
議
論
い
た
だ
き
�
市

民
の
安
心
と
利
便
性
の
向
上

を
図
り
た
い
�

問　
　

就
学
援
助
を
申
請
す

る
際
に
�
気
軽
に
申
し
込
み

に
く
い
手
続
き
に
な
�
て
い

る
の
で
は
な
い
か
�

答　
　

申
し
込
み
は
�
地
域

の
見
守
り
役
で
も
あ
る
民
生

児
童
委
員
に
提
出
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
�
申
し
込
み
に

支
障
が
あ
れ
ば
�
意
見
等
を

い
た
だ
き
改
善
を
検
討
し
た

い
�

休
日
・
夜
間
の
診
療
所
開
設

に
つ
い
て

問　
　

県
立
小
出
病
院
に
時

間
外
診
療
の
負
担
が
か
か
り

す
ぎ
て
�
そ
の
た
め
に
医
師

に
敬
遠
さ
れ
医
師
不
足
に

な
�
て
い
る
面
も
あ
る
と
聞

く
�
市
の
責
任
で
休
日
・
夜

間
の
診
療
所
を
開
設
し
て
小

出
病
院
の
負
担
を
軽
減
す
る

住安 孝夫 議員

大平 悦子 議員

問　
　

こ
れ
か
ら
は
国
任
せ

に
せ
ず
�
地
方
で
あ
る
市
町

村
が
�
自
分
た
ち
の
地
域
の

教
育
を
ど
う
す
る
の
か
考
え

実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
来
て
い
る
�
魚
沼
市

独
自
の
教
育
を
考
え
て
い
る

か
�

答　
　

乳
幼
児
期
の
家
庭
教

育
は
�
そ
の
子
ど
も
の
社
会

的
自
立
へ
の
第
一
歩
で
あ

り
�
そ
の
家
庭
教
育
の
柱
は
�

親
の
姿
で
あ
り
�
地
域
社
会

へ
の
参
加
で
あ
る
�

　

市
と
し
て
は
�
心
の
教
育

や
相
談
活
動
・
社
会
体
験
の

推
進
・
家
庭
教
育
へ
の
支
援

に
関
す
る
事
業
を
さ
ら
に
充

問　
　

新
年
度
予
算
に
有
機

セ
ン
タ
�
の
用
地
取
得
費
が

５
億
円
計
上
さ
れ
�
建
設
に

動
き
出
し
た
�
施
設
の
必
要

性
は
理
解
す
る
が
財
政
状
況

が
厳
し
い
中
で
建
設
に
は
い

ろ
ん
な
問
題
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
�

　

計
画
に
つ
い
て
次
の
各
点

に
つ
い
て
問
う
�

１　

財
源
の
確
保
は
で
き
る

か
�
ま
た
�
市
の
持
ち
出
し

額
は
ど
の
く
ら
い
か
�

２　

運
営
母
体
の
早
期
決
定

が
重
要
だ
が
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
�

３　

採
算
の
と
れ
る
施
設
に

す
る
べ
き
と
思
う
が
収
支
計

画
は
で
き
て
い
る
か
�

４　

用
地
の
選
定
は
進
ん
で

実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
�

幼
�
保
�
小
�
中
�
高
校
の

連
携

問　
　

教
育
現
場
の
指
導
に

つ
い
て
話
し
合
い
が
あ
れ

ば
�
解
決
で
き
る
こ
と
は

多
々
あ
る
�
幼
稚
園
�
保
育

園
か
ら
高
校
ま
で
連
携
を
持

つ
仕
組
み
を
持
て
ば
�
よ
り

効
果
的
な
教
育
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
�
教
育
に
か
か
わ

る
人
た
ち
が
�
本
音
で
真
剣

に
語
れ
る
�
意
見
交
換
の
場

を
持
つ
考
え
は
あ
る
か
�

答　
　

今
ま
で
行
�
て
き
た

小
中
学
校
の
連
携
の
方
法
や

内
容
を
見
直
し
�
各
中
学
校

区
単
位
で
の
サ
ポ
�
ト
委
員

会
を
立
ち
上
げ
�
来
年
度
か

ら
活
動
す
る
こ
と
と
し
て
い

検
討
し
た
い
�

４　

複
数
の
候
補
地
の
検
討

段
階
で
�
施
設
規
模
や
臭
気
�

環
境
対
策
�
ア
ク
セ
ス
道
路

や
冬
期
間
の
対
応
等
総
合
的

判
断
に
基
づ
き
検
討
中
�
本

施
設
は
�
魚
沼
市
に
お
け
る

循
環
型
社
会
構
築
の
基
礎
と

し
て
の
施
設
と
考
え
�
畜
産

農
家
の
み
で
な
く
�
市
民
全

体
に
有
益
な
施
設
と
位
置
づ

け
進
め
て
い
る
�

５　

資
源
循
環
型
社
会
の
構

築
と
﹁
安
全
・
安
心
・
信
頼
﹂

の
農
作
物
の
提
供
の
た
め
有

機
肥
料
の
施
肥
を
推
進
す
る

と
と
も
に
市
民
に
広
く
お
知

ら
せ
し
た
い
�

６　

当
初
計
画
は
�
事
業
系

の
食
物
残
渣
だ
が
�
将
来
的

に
は
�
各
家
庭
か
ら
の
食
物

残
渣
に
つ
い
て
も
ご
理
解
を

得
な
が
ら
処
理
し
た
い
と
考

え
て
い
る
�

い
る
の
か
�

５　

堆
肥
の
需
要
が
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
調
査
は
行
わ

れ
た
か
�

６　

将
来
的
に
は
家
庭
生
ゴ

ミ
も
処
理
す
る
の
か
�

答　

１　

有
機
セ
ン
タ
�

は
�
平
成
18
年
度
と
19
年
度

の
２
カ
年
で
設
置
す
る
予

定
�
18
年
度
は
�
環
境
調
査
�

測
量
設
計
�
用
地
購
入
及
び

造
成
工
事
を
予
定
し
て
い

る
�
財
源
は
�
50
％
を
国
の

補
助
事
業
で
�
残
り
を
合
併

特
例
債
等
で
対
応
し
た
い
�

２　

原
材
料
の
搬
入
や
堆
肥

の
販
路
�
農
地
へ
の
散
布
体

制
及
び
新
た
な
雇
用
機
会
の

創
出
と
の
観
点
か
ら
も
検
討

し
早
期
に
決
定
し
た
い
�

３　

処
理
方
式
や
施
設
規

模
�
臭
気
対
策
や
冬
期
対
策

等
の
細
部
の
検
討
と
並
行
し

て
�
収
支
計
画
を
具
体
的
に

る
�

　

ま
た
�
上
部
組
織
と
し
て
�

﹁
魚
沼
�
子
サ
ポ
�
ト
委
員

会( 

仮
称)

﹂
を
立
ち
上
げ
�

市
全
体
の
問
題
と
し
て
課
題

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
�
て
い
く
�

森山 英敏 議員

就
学
援
助
を
も
�
と
多
く
の
人
々
に

森山 博 議員

問　
　

所
信
表
明
の
中
で
�

総
合
計
画
に
引
き
継
が
れ
た

﹁
人
と
四
季
が
か
が
や
く
雪

の
く
に
﹂
を
実
現
す
る
た
め
�

平
成
18
年
度
を
﹁
自
己
創
造

元
年
﹂
と
位
置
づ
け
�
市
政

運
営
に
あ
た
る
�
ま
た
行
財

政
の
効
率
化
・
合
理
化
を
目

指
し
﹁
行
政
改
革
大
綱
﹂
及

び
﹁
集
中
改
革
プ
ラ
ン
﹂
に

基
づ
き
組
織
機
構
や
事
務
事

業
の
検
証
を
行
い
�
財
政
運

営
の
健
全
化
を
目
指
す
と
あ

る
が
�
平
成
19
年
度
以
降
の

基
金
残
高
等
を
見
る
に
�
当

市
の
財
政
は
危
機
的
状
況
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
�
19
年

度
以
降
の
財
政
運
営
を
ど
う

さ
れ
る
か
次
の
３
点
に
つ
い

て
問
う
�

１　

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
�

２　

ス
ク
ラ
�
プ
ア
ン
ド
ビ

　

ル
ド
に
つ
い
て
�

３　

経
費
の
節
減
に
つ
い
て
�

答　
　

国
の
三
位
一
体
改
革

に
よ
る
地
方
交
付
税
の
大
幅

な
削
減
や
国
庫
補
助
負
担
金

の
一
般
財
源
化
に
伴
う
影
響

を
受
け
た
結
果
�
基
金
の
繰

り
入
れ
や
起
債
の
借
り
入
れ

に
よ
り
�
財
源
を
確
保
し
た
�

　

財
政
再
建
団
体
へ
の
転
落

を
回
避
し
�
持
続
可
能
な
財

政
運
営
を
図
る
た
め
に
は
�

財
源
不
足
の
解
消
に
向
け
て

歳
入
の
確
保
�
歳
出
の
改
革

を
徹
底
す
る
な
ど
�
行
政
改

革
大
綱
と
集
中
改
革
プ
ラ
ン

の
推
進
と
あ
わ
せ
�
住
民

サ
�
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
的

財
政
運
営
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
�
て
い
き
た
い
�

危
機
的
状
況
に
あ
る
市
財
政
を
ど
う
立
て
直
す
の
か

魚
沼
市
独
自
の
教
育
施
策
は

なかよし保育園

有
機
セ
ン
タ
�
に
つ
い
て

主な基金

水道料金

単位：千円

（消費税等込み単価）

基金の

名　称

財政調整基金 711,754

100,000

1,060,000

394,036

△560,000

300,000

360,000

△300,000

151,754

400,000

1,420,000

94,036

庁舎建設基金

地域振興基金

減債基金

旧

町

村

名

入　

広　

瀬

守　
　
　
　

門

広　
　
　
　

神

湯　

之　

谷

小　
　
　
　

出

堀　

之　

内

1 ㎥

当り 157 105105147136106

円 円 円円円円

17年度末

保有額（予定）

とり崩し額△

積立額

18年度末

残高予定

問問

問

問

問

問問

答

答

答

答

答

答

答

休
日
・
夜
間
の
診
療
所

開
設
に
つ
い
て

幼
�保
�小
�中
�高
校
の

連
携
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問　
　

守
門
地
域
�
入
広
瀬

地
域
審
議
会
は
�
市
民
の
声

を
反
映
さ
せ
�
き
め
細
か
な

行
政
サ
�
ビ
ス
を
実
現
す
る

目
的
で
設
置
さ
れ
た
が
�

１　

守
門
地
域
審
議
会
は
合

併
以
来
何
回
開
催
さ
れ
て
�

ど
の
よ
う
な
意
見
�
質
問
が

出
さ
れ
た
か
�
ま
た
�
審
議

会
か
ら
ど
の
よ
う
な
要
望
が

出
さ
れ
て
�
市
と
し
て
ど
う

対
応
し
た
か
�

２　

入
広
瀬
地
域
審
議
会
は

合
併
以
来
何
回
開
催
さ
れ

て
�
ど
の
よ
う
な
意
見
�
質

問
が
出
さ
れ
た
か
�
ま
た
�

審
議
会
か
ら
ど
の
よ
う
な
要

望
が
出
さ
れ
て
�
市
と
し
て

ど
う
対
応
し
た
か
�

体
�
７
５
８
件
の
要
望
を
受

理
し
て
い
る
�
う
ち
�
建
設

課
・
農
林
課
関
係
が
85
％
と

な
�
て
い
る
�

２　

地
域
振
興
課
が
窓
口
と

な
り
�
担
当
課
の
処
理
方
針

を
取
り
ま
と
め
�
提
出
者
に

報
告
し
て
い
る
�

答　
　

両
審
議
会
と
も
平
成

16
年
度
に
１
回
�
平
成
17
年

度
に
２
回
開
催
さ
れ
て
い
る

が
�
地
域
審
議
会
の
性
格
上

要
望
と
い
う
形
で
提
起
さ
れ

た
事
項
は
な
い
�

　

ま
た
�
総
合
計
画
素
案
に

つ
い
て
も
地
域
に
限
定
し
た

内
容
の
ご
意
見
は
な
か
�

た
�

集
落
�
町
内
等
の
要
望
に
対

す
る
対
応
に
つ
い
て

問　

１　

合
併
以
来
市
に
対

し
て
何
カ
所
の
集
落
�
町
内

等
か
ら
要
望
書
が
提
出
さ
れ

た
か
�

２　

そ
れ
ら
の
要
望
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き

た
か
�

答　

１　

合
併
以
来
集
落
・

町
内
会
等
よ
り
�
１
０
８
団

星 孝司 議員

大屋 角政 議員

問　

１　

災
害
救
助
法
の
目

的
と
救
助
方
法
の
認
識
は
�

２　

通
常
の
除
雪
支
援
の
枠

を
超
え
て
で
き
な
か
�
た
の

は
な
ぜ
か
�

３　

県
の
重
機
等
借
り
上
げ

制
度
を
早
く
導
入
す
べ
き
で

な
か
�
た
か
�

４　

融
雪
屋
根
の
灯
油
代
等

に
つ
い
て
�
自
治
体
独
自
に

助
成
を
検
討
し
た
か
�

答　

１　

地
震
�
豪
雪
�
風

水
害
の
被
災
者
へ
の
応
急
救

助
の
た
め
障
害
物
除
去
を
最

優
先
す
べ
き
と
認
識
�

２　

降
雪
状
況
が
ま
さ
に
異

常
で
あ
�
た
�
通
常
の
軽
度

生
活
支
援
事
業
対
象
世
帯
へ

の
援
助
が
困
難
と
な
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
た
た
め
�

３　

各
集
落
か
ら
の
要
望
を

徴
し
た
結
果
か
ら
判
断
す
れ

ば
適
当
で
あ
�
た
と
考
え

る
�

問　
　

市
の
将
来
像
を
﹁
人

と
四
季
が
か
が
や
く
雪
の
く

に
﹂
と
し
た
の
は
な
ぜ
か
�

市
総
合
計
画
は
�
10
年
を
見

据
え
た
壮
大
な
構
想
で
あ

る
�
こ
の
構
想
に
沿
�
て
�

﹁
文
化
の
ま
ち
﹂
づ
く
り
が

で
き
た
ら
す
ば
ら
し
い
と
思

い
�
市
長
の
基
本
理
念
を
問

う
�

答　
　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を

踏
ま
え
る
と
き
�
合
併
後
の

ビ
ジ
�
ン
と
し
て
１
０
８
人

の
住
民
を
主
体
と
し
た
委
員

会
に
よ
�
て
策
定
さ
れ
た

﹁
魚
沼
進
化
論
﹂
の
理
念
を
�

本
市
に
お
い
て
最
初
に
策
定

す
る
総
合
計
画
の
将
来
像
と

４　

雪
処
理
の
負
担
は
市
民

全
員
が
被
�
て
い
る
�
市
単

独
で
の
対
応
は
財
政
的
に
も

で
き
る
状
況
に
は
な
い
�

厳
し
い
財
政
状
況
で
の
市
政

運
営
を
問
う

問　

１　

国
の
三
位
一
体
改

革
や
税
制
改
正
の
影
響
額

は
�

２　

基
金
・
市
債
�
公
債
費

比
率
の
今
後
の
見
通
し
は
�

３　

３
億
円
を
新
庁
舎
建
設

基
金
に
積
み
立
て
る
が
財
政

的
に
余
裕
が
あ
る
の
か
�

４　

水
道
料
金
の
統
一
化

等
�
合
併
原
則
の
﹁
負
担
は

安
く
サ
�
ビ
ス
は
高
く
﹂
と

い
う
公
約
実
現
が
で
き
る
の

か
�

答　
　

１　

三
位
一
体
改
革

の
影
響
額
は
�
３
億
９
千
７

百
万
円
と
推
計
�

２　

財
政
調
整
基
金
は
平
成

18
年
度
末
で
１
億
５
千
万

円
�
起
債
償
還
の
ピ
�
ク
は

平
成
17
年
度
で
あ
�
た
�

３　

新
庁
舎
基
金
積
み
立
て

は
�
一
定
額
必
要
で
あ
る
�

４　

必
要
な
サ
�
ビ
ス
を
適

答　
　

市
で
は
�﹁
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
﹂
を
進
め
る
目

的
で
政
策
的
に
市
長
部
局
に

文
化
振
興
課
を
設
置
�
今
後
�

庁
舎
建
設
や
同
類
施
設
の
統

廃
合
な
ど
に
よ
り
�
施
設
の

有
効
活
用
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
�
そ
れ
ら
の
方
向
を

踏
ま
え
�
鑑
賞
で
き
る
施
設
・

設
備
の
検
討
を
進
め
た
い
�

し
て
継
承
す
る
こ
と
は
�
極

め
て
自
然
な
形
と
考
え
て
い

る
�

問　
　

有
名
な
絵
画
・
美
術

品
�
市
民
の
作
品
・
民
芸
品
・

出
土
品
等
を
集
積
�
鑑
賞
で

き
る
施
設
を
つ
く
る
構
想
は

な
い
か
�
美
術
�芸
術
�音
楽
�

ス
ポ
�
ツ
等
の
文
化
活
動

は
�
人
心
を
鼓
舞
し
�
潤
し
�

癒
し
�
明
日
へ
の
活
力
と
な

る
�
社
会
�
財
政
情
勢
が
厳

し
い
ほ
ど
�
長
期
的
展
望
に

立
�
て
�
文
化
振
興
に
力
を

入
れ
る
こ
と
が
�
魚
沼
市
百

年
の
大
計
だ
と
思
う
�
箱
物

施
設
も
�
整
理
統
合
し
て
活

用
す
る
時
が
来
て
い
る
�﹁
美

術
館
﹂﹁
博
物
館
﹂
建
設
を
�

中
長
期
展
望
の
中
で
実
現
し

て
も
ら
い
た
く
市
長
の
見
解

を
問
う
�

正
な
負
担
に
よ
り
享
受
で
き

る
よ
う
�
改
革
を
進
め
る
�

道
光
高
原
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い

て問　

１　

経
営
内
容
は
ど
う

か
�

２　

再
生
手
続
き
開
始
決
定

後
の
日
程
は
�

３　

申
し
立
て
棄
却
の
場
合

の
対
応
は
�

答　

１　

民
事
再
生
手
続
開

始
後
も
金
融
債
務
は
な
く
業

務
に
支
障
は
な
い
�

２　

再
生
債
権
届
出
期
間
は

平
成
18
年
２
月
28
日
ま
で
�

　

認
否
書
の
提
出
期
限
は
平

成
18
年
３
月
22
日
ま
で
�

　

再
生
債
権
の
一
般
調
査
期

間
は
平
成
18
年
３
月
29
日
か

ら
平
成
18
年
４
月
11
日
ま

で
�

　

再
生
計
画
の
提
出
期
限
は

平
成
18
年
５
月
12
日
�
な
お
�

再
生
計
画
提
出
後
約
２
カ
月

程
度
経
過
の
後
�
再
生
計
画

の
決
議
が
な
さ
れ
る
予
定
�

３　

再
生
計
画
が
認
可
さ
れ

る
よ
う
支
援
し
た
い
�

桜井 将 議員

五十嵐 昭夫 議員

問　
　

公
募
し
た
市
の
28
施

設
の
委
託
管
理
者
が
１
施
設

し
か
変
わ
ら
な
か
�
た
�
行

政
担
当
者
の
﹁
大
過
な
く
運

営
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
﹂
と

い
う
本
音
が
聞
こ
え
そ
う

だ
�
財
政
立
て
直
し
が
重
要

課
題
の
当
市
で
は
�
官
業
の

民
間
開
放
の
こ
の
制
度
で
施

設
の
経
費
縮
減
を
図
る
べ
き

だ
�
な
ぜ
全
施
設
で
プ
レ
ゼ

ン
テ
�
シ
�
ン
・
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
し
な
か
�
た
の

か
�
ま
た
�
期
間
も
５
年
で

な
く
施
設
ご
と
に
２
年
�
３

年
と
変
え
る
べ
き
で
な
い
か
�

　

企
業
�Ｎ
Ｐ
Ｏ
�
外
部
団

体
が
応
募
し
た
３
カ
所
の
デ

イ
サ
�
ビ
ス
セ
ン
タ
�
で
は

市
か
ら
多
額
の
補
助
金
�
受

託
金
を
受
け
て
い
る
魚
沼
市

社
会
福
祉
協
議
会
が
第
１
候

補
者
に
選
定
さ
れ
た
�
補
助

の
な
い
民
間
団
体
の
介
護

サ
�
ビ
ス
事
業
へ
の
参
入
が

進
む
中
�
幹
部
に
い
る
行
政

退
職
者
の
給
与
や
デ
イ
サ
�

ビ
ス
分
の
補
助
金
等
の
透
明

化
を
図
�
て
�
競
合
す
べ
き

だ
が
�

答　
　

各
団
体
か
ら
の
事
業

計
画
は
極
め
て
具
体
性
が
あ

り
�
書
類
審
査
で
足
り
る
と

判
断
し
た
�
指
定
の
期
間
は

全
国
的
に
３
�
５
年
で
の
指

定
が
多
く
�
民
間
事
業
者
の

参
入
を
考
慮
し
�
機
器
の

リ
�
ス
や
人
材
確
保
�
ま
た

経
費
の
節
減
や
創
造
的
な
提

案
の
た
め
に
は
�
短
期
間
で

は
リ
ス
ク
が
大
き
く
競
争
の

原
理
を
生
か
す
た
め
に
も
５

年
が
適
当
と
考
え
た
�
デ
イ

サ
�
ビ
ス
セ
ン
タ
�
は
�
介

護
保
険
法
に
基
づ
き
介
護
報

酬
に
よ
り
独
立
採
算
で
運
営

が
な
さ
れ
て
お
り
�
社
会
福

祉
法
人
が
市
か
ら
委
託
を
受

け
た
事
業
と
違
い
�
独
自
事

業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
�

指
定
管
理
者
制
度
で
の
選
定
等
に
つ
い
て

デイサービスセンター

地
域
審
議
会
に
つ
い
て

災
害
救
助
法
適
用
時
の
対
応
を
問
う

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を

問問

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

答答 集
落
�
町
内
等
の
要
望
に

対
す
る
対
応
に
つ
い
て

厳
し
い
財
政
状
況
で
の

市
政
運
営
を
問
う

道
光
高
原
ゴ
ル
フ
場
に

つ
い
て
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問　
　

守
門
地
域
�
入
広
瀬

地
域
審
議
会
は
�
市
民
の
声

を
反
映
さ
せ
�
き
め
細
か
な

行
政
サ
�
ビ
ス
を
実
現
す
る

目
的
で
設
置
さ
れ
た
が
�

１　

守
門
地
域
審
議
会
は
合

併
以
来
何
回
開
催
さ
れ
て
�

ど
の
よ
う
な
意
見
�
質
問
が

出
さ
れ
た
か
�
ま
た
�
審
議

会
か
ら
ど
の
よ
う
な
要
望
が

出
さ
れ
て
�
市
と
し
て
ど
う

対
応
し
た
か
�

２　

入
広
瀬
地
域
審
議
会
は

合
併
以
来
何
回
開
催
さ
れ

て
�
ど
の
よ
う
な
意
見
�
質

問
が
出
さ
れ
た
か
�
ま
た
�

審
議
会
か
ら
ど
の
よ
う
な
要

望
が
出
さ
れ
て
�
市
と
し
て

ど
う
対
応
し
た
か
�

体
�
７
５
８
件
の
要
望
を
受

理
し
て
い
る
�
う
ち
�
建
設

課
・
農
林
課
関
係
が
85
％
と

な
�
て
い
る
�

２　

地
域
振
興
課
が
窓
口
と

な
り
�
担
当
課
の
処
理
方
針

を
取
り
ま
と
め
�
提
出
者
に

報
告
し
て
い
る
�

答　
　

両
審
議
会
と
も
平
成

16
年
度
に
１
回
�
平
成
17
年

度
に
２
回
開
催
さ
れ
て
い
る

が
�
地
域
審
議
会
の
性
格
上

要
望
と
い
う
形
で
提
起
さ
れ

た
事
項
は
な
い
�

　

ま
た
�
総
合
計
画
素
案
に

つ
い
て
も
地
域
に
限
定
し
た

内
容
の
ご
意
見
は
な
か
�

た
�

集
落
�
町
内
等
の
要
望
に
対

す
る
対
応
に
つ
い
て

問　

１　

合
併
以
来
市
に
対

し
て
何
カ
所
の
集
落
�
町
内

等
か
ら
要
望
書
が
提
出
さ
れ

た
か
�

２　

そ
れ
ら
の
要
望
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き

た
か
�

答　

１　

合
併
以
来
集
落
・

町
内
会
等
よ
り
�
１
０
８
団

星 孝司 議員

大屋 角政 議員

問　

１　

災
害
救
助
法
の
目

的
と
救
助
方
法
の
認
識
は
�

２　

通
常
の
除
雪
支
援
の
枠

を
超
え
て
で
き
な
か
�
た
の

は
な
ぜ
か
�

３　

県
の
重
機
等
借
り
上
げ

制
度
を
早
く
導
入
す
べ
き
で

な
か
�
た
か
�

４　

融
雪
屋
根
の
灯
油
代
等

に
つ
い
て
�
自
治
体
独
自
に

助
成
を
検
討
し
た
か
�

答　

１　

地
震
�
豪
雪
�
風

水
害
の
被
災
者
へ
の
応
急
救

助
の
た
め
障
害
物
除
去
を
最

優
先
す
べ
き
と
認
識
�

２　

降
雪
状
況
が
ま
さ
に
異

常
で
あ
�
た
�
通
常
の
軽
度

生
活
支
援
事
業
対
象
世
帯
へ

の
援
助
が
困
難
と
な
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
た
た
め
�

３　

各
集
落
か
ら
の
要
望
を

徴
し
た
結
果
か
ら
判
断
す
れ

ば
適
当
で
あ
�
た
と
考
え

る
�

問　
　

市
の
将
来
像
を
﹁
人

と
四
季
が
か
が
や
く
雪
の
く

に
﹂
と
し
た
の
は
な
ぜ
か
�

市
総
合
計
画
は
�
10
年
を
見

据
え
た
壮
大
な
構
想
で
あ

る
�
こ
の
構
想
に
沿
�
て
�

﹁
文
化
の
ま
ち
﹂
づ
く
り
が

で
き
た
ら
す
ば
ら
し
い
と
思

い
�
市
長
の
基
本
理
念
を
問

う
�

答　
　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を

踏
ま
え
る
と
き
�
合
併
後
の

ビ
ジ
�
ン
と
し
て
１
０
８
人

の
住
民
を
主
体
と
し
た
委
員

会
に
よ
�
て
策
定
さ
れ
た

﹁
魚
沼
進
化
論
﹂
の
理
念
を
�

本
市
に
お
い
て
最
初
に
策
定

す
る
総
合
計
画
の
将
来
像
と

４　

雪
処
理
の
負
担
は
市
民

全
員
が
被
�
て
い
る
�
市
単

独
で
の
対
応
は
財
政
的
に
も

で
き
る
状
況
に
は
な
い
�

厳
し
い
財
政
状
況
で
の
市
政

運
営
を
問
う

問　

１　

国
の
三
位
一
体
改

革
や
税
制
改
正
の
影
響
額

は
�

２　

基
金
・
市
債
�
公
債
費

比
率
の
今
後
の
見
通
し
は
�

３　

３
億
円
を
新
庁
舎
建
設

基
金
に
積
み
立
て
る
が
財
政

的
に
余
裕
が
あ
る
の
か
�

４　

水
道
料
金
の
統
一
化

等
�
合
併
原
則
の
﹁
負
担
は

安
く
サ
�
ビ
ス
は
高
く
﹂
と

い
う
公
約
実
現
が
で
き
る
の

か
�

答　
　

１　

三
位
一
体
改
革

の
影
響
額
は
�
３
億
９
千
７

百
万
円
と
推
計
�

２　

財
政
調
整
基
金
は
平
成

18
年
度
末
で
１
億
５
千
万

円
�
起
債
償
還
の
ピ
�
ク
は

平
成
17
年
度
で
あ
�
た
�

３　

新
庁
舎
基
金
積
み
立
て

は
�
一
定
額
必
要
で
あ
る
�

４　

必
要
な
サ
�
ビ
ス
を
適

答　
　

市
で
は
�﹁
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
﹂
を
進
め
る
目

的
で
政
策
的
に
市
長
部
局
に

文
化
振
興
課
を
設
置
�
今
後
�

庁
舎
建
設
や
同
類
施
設
の
統

廃
合
な
ど
に
よ
り
�
施
設
の

有
効
活
用
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
�
そ
れ
ら
の
方
向
を

踏
ま
え
�
鑑
賞
で
き
る
施
設
・

設
備
の
検
討
を
進
め
た
い
�

し
て
継
承
す
る
こ
と
は
�
極

め
て
自
然
な
形
と
考
え
て
い

る
�

問　
　

有
名
な
絵
画
・
美
術

品
�
市
民
の
作
品
・
民
芸
品
・

出
土
品
等
を
集
積
�
鑑
賞
で

き
る
施
設
を
つ
く
る
構
想
は

な
い
か
�
美
術
�芸
術
�音
楽
�

ス
ポ
�
ツ
等
の
文
化
活
動

は
�
人
心
を
鼓
舞
し
�
潤
し
�

癒
し
�
明
日
へ
の
活
力
と
な

る
�
社
会
�
財
政
情
勢
が
厳

し
い
ほ
ど
�
長
期
的
展
望
に

立
�
て
�
文
化
振
興
に
力
を

入
れ
る
こ
と
が
�
魚
沼
市
百

年
の
大
計
だ
と
思
う
�
箱
物

施
設
も
�
整
理
統
合
し
て
活

用
す
る
時
が
来
て
い
る
�﹁
美

術
館
﹂﹁
博
物
館
﹂
建
設
を
�

中
長
期
展
望
の
中
で
実
現
し

て
も
ら
い
た
く
市
長
の
見
解

を
問
う
�

正
な
負
担
に
よ
り
享
受
で
き

る
よ
う
�
改
革
を
進
め
る
�

道
光
高
原
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い

て問　

１　

経
営
内
容
は
ど
う

か
�

２　

再
生
手
続
き
開
始
決
定

後
の
日
程
は
�

３　

申
し
立
て
棄
却
の
場
合

の
対
応
は
�

答　

１　

民
事
再
生
手
続
開

始
後
も
金
融
債
務
は
な
く
業

務
に
支
障
は
な
い
�

２　

再
生
債
権
届
出
期
間
は

平
成
18
年
２
月
28
日
ま
で
�

　

認
否
書
の
提
出
期
限
は
平

成
18
年
３
月
22
日
ま
で
�

　

再
生
債
権
の
一
般
調
査
期

間
は
平
成
18
年
３
月
29
日
か

ら
平
成
18
年
４
月
11
日
ま

で
�

　

再
生
計
画
の
提
出
期
限
は

平
成
18
年
５
月
12
日
�
な
お
�

再
生
計
画
提
出
後
約
２
カ
月

程
度
経
過
の
後
�
再
生
計
画

の
決
議
が
な
さ
れ
る
予
定
�

３　

再
生
計
画
が
認
可
さ
れ

る
よ
う
支
援
し
た
い
�

桜井 将 議員

五十嵐 昭夫 議員

問　
　

公
募
し
た
市
の
28
施

設
の
委
託
管
理
者
が
１
施
設

し
か
変
わ
ら
な
か
�
た
�
行

政
担
当
者
の
﹁
大
過
な
く
運

営
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
﹂
と

い
う
本
音
が
聞
こ
え
そ
う

だ
�
財
政
立
て
直
し
が
重
要

課
題
の
当
市
で
は
�
官
業
の

民
間
開
放
の
こ
の
制
度
で
施

設
の
経
費
縮
減
を
図
る
べ
き

だ
�
な
ぜ
全
施
設
で
プ
レ
ゼ

ン
テ
�
シ
�
ン
・
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
し
な
か
�
た
の

か
�
ま
た
�
期
間
も
５
年
で

な
く
施
設
ご
と
に
２
年
�
３

年
と
変
え
る
べ
き
で
な
い
か
�

　

企
業
�Ｎ
Ｐ
Ｏ
�
外
部
団

体
が
応
募
し
た
３
カ
所
の
デ

イ
サ
�
ビ
ス
セ
ン
タ
�
で
は

市
か
ら
多
額
の
補
助
金
�
受

託
金
を
受
け
て
い
る
魚
沼
市

社
会
福
祉
協
議
会
が
第
１
候

補
者
に
選
定
さ
れ
た
�
補
助

の
な
い
民
間
団
体
の
介
護

サ
�
ビ
ス
事
業
へ
の
参
入
が

進
む
中
�
幹
部
に
い
る
行
政

退
職
者
の
給
与
や
デ
イ
サ
�

ビ
ス
分
の
補
助
金
等
の
透
明

化
を
図
�
て
�
競
合
す
べ
き

だ
が
�

答　
　

各
団
体
か
ら
の
事
業

計
画
は
極
め
て
具
体
性
が
あ

り
�
書
類
審
査
で
足
り
る
と

判
断
し
た
�
指
定
の
期
間
は

全
国
的
に
３
�
５
年
で
の
指

定
が
多
く
�
民
間
事
業
者
の

参
入
を
考
慮
し
�
機
器
の

リ
�
ス
や
人
材
確
保
�
ま
た

経
費
の
節
減
や
創
造
的
な
提

案
の
た
め
に
は
�
短
期
間
で

は
リ
ス
ク
が
大
き
く
競
争
の

原
理
を
生
か
す
た
め
に
も
５

年
が
適
当
と
考
え
た
�
デ
イ

サ
�
ビ
ス
セ
ン
タ
�
は
�
介

護
保
険
法
に
基
づ
き
介
護
報

酬
に
よ
り
独
立
採
算
で
運
営

が
な
さ
れ
て
お
り
�
社
会
福

祉
法
人
が
市
か
ら
委
託
を
受

け
た
事
業
と
違
い
�
独
自
事

業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
�

指
定
管
理
者
制
度
で
の
選
定
等
に
つ
い
て

デイサービスセンター

地
域
審
議
会
に
つ
い
て

災
害
救
助
法
適
用
時
の
対
応
を
問
う

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を

問問

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

答答 集
落
�
町
内
等
の
要
望
に

対
す
る
対
応
に
つ
い
て

厳
し
い
財
政
状
況
で
の

市
政
運
営
を
問
う

道
光
高
原
ゴ
ル
フ
場
に

つ
い
て
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問　
　

﹁
越
後
と
会
津
の
県

境
に
悲
願
の
鉄
道
を
﹂
私
た

ち
の
先
人
が
立
ち
上
が
�

た
�
戦
争
に
翻
弄
さ
れ
な
が

ら
県
境
六
十
里
越
え
の
峻
険

を
制
し
た
が
�
そ
の
後
只
見

線
は
�
雪
と
�
赤
字
路
線
廃

止
論
と
の
戦
い
の
歴
史
が
続

い
た
�
現
在
�
大
白
川
�
只

見
の
間
が
運
休
に
な
�
て
か

ら
80
日
に
な
る
が
�
復
旧
の

目
途
さ
え
立
�
て
い
な
い
�

市
内
か
ら
５
名
の
生
徒
が
只

見
高
校
に
通
学
し
て
い
る

が
�
自
宅
か
ら
の
通
学
が
で

き
な
い
現
状
だ
�
以
下
４
点

質
問
す
る
�

１　

公
共
交
通
機
関
の
確
保

は
�
根
幹
を
な
す
重
要
な
こ

崩
の
危
険
が
続
く
た
め
�
現

在
も
開
通
の
見
込
み
が
立
�

て
い
な
い
�
昨
冬
も
長
期
間

運
休
し
た
た
め
�
今
冬
の
正

常
運
転
確
保
を
要
望
し
て
い

る
�

２　

降
雪
も
降
り
止
ま
�
た

と
思
わ
れ
る
の
で
�
早
期
の

開
通
を
要
望
し
た
い
�

３　

今
後
は
﹁
只
見
線
活
性

化
協
議
会
﹂
を
通
じ
て
要
望

す
る
等
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と

ら
え
て
働
き
か
け
を
し
た

い
�

４　

観
光
面
か
ら
見
る
と
只

見
線
は
大
き
な
観
光
資
源

だ
�
昨
年
秋
の
﹁
紅
葉
号
﹂

の
運
行
�
今
年
の
春
の
﹁
新

緑
号
﹂
の
運
行
も
決
定
し
た
�

只
見
線
の
活
性
化
は
交
流
人

口
の
増
加
に
も
大
き
く
影
響

す
る
�

　

地
域
の
熱
意
を
Ｊ
Ｒ
に
伝

え
た
い
�

と
と
考
え
る
が
�
ど
の
よ
う

な
認
識
か
�

２　

大
糸
線
再
開
通
に
�
糸

魚
川
市
は
県
と
連
携
し
な
が

ら
市
長
を
先
頭
に
積
極
的
に

活
動
し
�
再
開
通
を
迎
え
た

が
�
只
見
線
再
開
通
の
活
動

が
見
え
て
こ
な
い
が
ど
う
取

り
組
む
の
か
�

３　

市
民
は
�
只
見
線
廃
止

論
を
心
配
し
て
い
る
が
認
識

を
問
う
�

４　

観
光
面
か
ら
只
見
線
の

活
性
化
を
提
案
す
る
が
�
只

見
駅
ま
で
来
て
い
る
﹁
Ｓ
Ｌ

会
津
只
見
号
﹂
を
ま
ず
小
出

駅
ま
で
走
ら
せ
よ
う
�
そ
れ

が
実
現
で
き
た
ら
�﹁
Ｓ
Ｌ

磐
越
物
語
﹂
と
﹁
ほ
く
ほ
く

線
﹂
に
つ
な
ぐ
運
動
を
展
開

し
た
ら
ど
う
か
�

答　

１　

大
白
川
�
福
島
県

側
は
年
末
よ
り
運
休
し
�
雪

浅井 守雄 議員

佐藤 守 議員

問　
　

地
方
分
権
一
括
法
の

施
行
に
よ
り
�
自
己
責
任
と

自
己
決
定
を
基
本
と
し
た
地

方
自
治
体
の
自
立
が
求
め
ら

れ
る
中
�
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
の
構
造
改
革
や
規
制
緩

和
�
三
位
一
体
改
革
等
で
�

財
政
力
の
な
い
自
治
体
に

と
�
て
は
非
常
に
厳
し
い
情

勢
下
に
あ
り
�
こ
う
い
う
時

こ
そ
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
�
て
危
機
感
を
共
有
し
協

働
し
な
が
ら
継
続
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
�

次
の
点
に
つ
い
て
所
信
を
問

う
�

１　

国
県
か
ら
の
権
限
移
譲

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
�
ま

た
今
後
見
込
ま
れ
る
も
の
は
�

問　
　

﹁
子
育
て
が
楽
し
い

か
﹂
の
ア
ン
ケ
�
ト
で
仏

76
・
６

％
�
英
70
・
７

％
�

米
48
・
６
％
�
日
20
・
６
％

が
楽
し
い
と
の
結
果
�
メ

デ
�
ア
世
代
の
母
親
が
誰
に

も
相
談
で
き
ず
子
育
て
不
安

に
陥
る
こ
と
が
多
い
�
子
育

て
の
親
子
が
気
軽
に
行
け
る

﹃
た
ま
り
場
﹄
を
保
育
園
内

に
つ
く
れ
な
い
か
�

答　
　

市
内
５
カ
所
で
親
と

子
ど
も
が
集
う
場
所
を
設
定

し
�
子
ど
も
の
成
長
の
個
人

差
や
接
し
方
に
つ
い
て
学
ん

で
も
ら
う
と
と
も
に
�
親
同

士
の
仲
間
づ
く
り
の
会
を
実

施
し
て
い
る
�
ま
た
18
年
度

か
ら
発
育
や
健
康
面
の
不
安

に
対
す
る
相
談
会
を
毎
週
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
�

問　
　

脳
が
育
つ
幼
児
期
に

Ｔ
Ｖ
漬
け
の
育
児
で
﹁
ゲ
�

ム
脳
と
な
る
﹂
危
険
が
あ
り
�

体
力
的
に
も
問
題
が
多
い
�

２　

弱
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
の
構
築
の

た
め
�
組
織
機
構
の
改
革
・

見
直
し
に
つ
い
て
�
過
労
働
�

子
育
て
支
援
に
配
慮
し
た
勤

務
体
制
を
図
る
べ
き
で
は
な

い
か
�

３　

分
庁
舎
方
式
の
見
直
し

等
機
能
及
び
利
用
方
向
に
つ

い
て
�

４　

魚
沼
市
の
庁
舎
建
設
を

ど
う
考
え
る
か
�

５　

図
書
館
の
施
設
整
備
計

画
の
考
え
は
�

答　

１　

平
成
９
年
度
と
14

年
度
で
�
65
事
務
が
移
譲
さ

れ
た
�
今
後
は
２
４
５
事
務

が
移
譲
対
象
と
さ
れ
て
い

る
�

２　

意
思
決
定
の
効
率
化
の

た
め
機
構
改
革
を
進
め
る
�

課
等
の
設
置
数
は
現
行
の
３

分
の
１
程
度
が
最
終
目
標
�

所
判
決
に
よ
り
平
等
�
公
平

な
協
力
を
得
な
け
れ
ば
継
続

的
な
経
営
再
建
は
で
き
な
い

状
況
と
な
�
て
い
る
�
行
政

と
し
て
も
民
事
再
生
手
続
き

を
全
面
的
に
支
援
す
る
こ
と

で
道
義
的
責
任
を
果
た
す
も

の
と
考
え
て
い
る
�

２　

再
生
計
画
の
認
可
決
定

が
出
て
ゴ
ル
フ
場
が
存
続
す

る
こ
と
で
解
決
す
る
と
考
え

て
い
る
�

３　

右
記
の
と
お
り
�

４　

経
営
陣
の
刷
新
に
よ
り

問
題
が
解
決
す
る
性
質
の
も

の
で
は
な
く
�
現
経
営
陣
の

も
と
で
�
全
会
員
の
協
力
に

よ
�
て
再
建
を
果
た
す
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
る
�

５　

会
員
の
総
意
を
反
映
で

き
る
再
生
計
画
を
立
案
中
で

あ
り
�
今
後
�
適
宜
説
明
会

を
開
催
す
る
と
聞
い
て
い

る
�
一
般
に
は
�
法
手
続
き

に
反
し
な
い
限
度
で
情
報
を

開
示
し
た
い
�

６　

会
員
数
１
�
５
２
２
名
�

届
出
人
数
は
１
�
２
４
５
名

︵
２
月
28
日
現
在
︶

７　

出
資
額
は
１
千
５
百
万

円
︵
15
％
︶

８　

裁
判
所
の
和
解
勧
告
に

基
づ
き
10
件
に
つ
い
て
市
場

価
格
程
度
で
和
解
し
て
い

る
�

メ
デ
�
ア
の
も
た
ら
す
マ
イ

ナ
ス
要
因
は
大
き
い
�
教
育

委
員
会
は
ど
う
考
え
る
か
�

答　
　

子
ど
も
の
運
動
不
足

は
脳
や
心
の
発
達
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
等
が
�
保
護
者

を
含
め
社
会
的
に
十
分
に
認

知
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情

で
あ
る
�
外
遊
び
の
必
要
性

を
啓
発
す
る
と
と
も
に
�
運

動
嫌
い
の
子
ど
も
に
外
遊
び

の
魅
力
を
味
わ
せ
る
機
会
と

場
を
�
関
係
者
で
さ
ら
に
検

討
し
た
い
�

ゴ
ル
フ
場
民
事
再
生
計
画

問　

１　

市
の
道
義
的
責
任

は
�

２　

地
権
者
の
救
済
は
�

３　

雇
用
確
保
の
問
題
は
�

４　

経
営
陣
の
刷
新
は
�

５　

再
生
計
画
を
関
係
者
や

市
民
に
ど
う
説
明
す
る
か
�

６　

再
生
債
権
の
届
は
何
人

か
�
総
会
員
数
は
何
人
か
�

７　

市
の
出
資
額
と
明
細

は
�

８　

既
に
一
部
償
還
済
み
な

の
か
�
そ
の
内
容
は
ど
う
か
�

答　

１　

長
期
化
す
る
不
況

の
中
で
売
上
の
減
少
と
預
託

金
償
還
問
題
で
の
最
高
裁
判

配
置
職
員
数
は
事
務
の
繁
閑

に
よ
り
人
事
異
動
時
に
配

慮
�

３　

分
庁
舎
方
式
に
よ
る
組

織
の
分
散
は
�
効
率
的
な
事

務
の
処
理
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
た
め
�
18
年
度
に
は

組
織
機
構
を
一
部
見
直
し
た

い
と
考
え
て
い
る
�

４　

庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

は
市
の
行
財
政
全
般
に
わ
た

る
検
証
を
行
い
�
市
民
の
皆

様
の
理
解
や
コ
ン
セ
ン
サ
ス

の
形
成
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
�

５　

18
年
度
か
ら
�
図
書
館

の
ネ
�
ト
ワ
�
ク
整
備
に
着

手
し
�
具
体
的
な
建
設
年
次

や
建
設
位
置
等
は
総
合
計
画

の
中
で
さ
ら
に
検
討
し
て
い

く
�

星野 邦子 議員

星 謙一 議員

問　
　

憲
章
は
�
市
の
記
念

事
業
時
に
制
定
す
る
と
さ
れ

て
い
る
が
再
考
す
べ
き
と
思

う
が
見
解
を
�

答　
　

市
民
憲
章
に
つ
い
て

は
�
制
定
の
過
程
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
�
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

等
の
検
討
委
員
会
で
�
位
置

づ
け
を
含
め
�
十
分
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
く
�

問　
　

魚
沼
市
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例

10
条
２
項
の
規
定
と
14
条
の

運
用
に
つ
い
て
�
こ
の
運
用

の
実
態
と
条
例
の
整
合
性
�

地
域
指
定
の
拡
大
に
つ
い

て
�

答　
　

廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
に
よ

り
�
市
は
一
般
廃
棄
物
と
合

わ
せ
て
７
種
類
の
産
業
廃
棄

物
を
処
理
し
て
い
る
�
主
な

も
の
は
�
堀
之
内
の
公
共
下

水
道
の
脱
水
汚
泥
や
食
料
品

製
造
業
か
ら
発
生
す
る
動
植

物
性
残
渣
で
あ
る
�

　

事
業
系
の
一
般
廃
棄
物
の

収
集
運
搬
に
つ
い
て
は
�
条

例
第
３
条
と
の
整
合
を
図
り

な
が
ら
�
広
域
事
務
組
合
の

実
績
を
生
か
し
�
条
例
に
よ

り
今
ま
で
ど
お
り
継
続
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
�

問　
　

市
行
造
林
事
業
に
つ

い
て
�
苗
木
の
選
定
�
杉
植

栽
だ
け
で
な
く
市
民
の
憩
い

の
場
�
観
光
に
資
す
る
植
林

事
業
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
�
ま
た
�
払
い
下
げ
の
考

え
は
�

答　
　

花
粉
の
元
と
な
る
雄

花
の
量
の
少
な
い
苗
木
の
植

林
や
雄
花
の
量
の
多
い
木
の

間
伐
や
針
葉
樹
と
広
葉
樹
の

混
合
林
化
�
天
然
林
改
良
な

ど
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
る
�
な
お
�
市
行
造
林

地
の
払
い
下
げ
は
�
分
収
造

林
契
約
の
規
定
を
基
本
方
針

と
し
て
�
今
後
�
関
係
機
関

及
び
関
係
者
と
協
議
し
た
い

と
考
え
て
い
る
�

問　
　

障
害
者
自
立
支
援
法

に
つ
い
て
�
10
月
に
障
害
者

福
祉
サ
�
ビ
ス
と
地
域
生
活

支
援
事
業
が
法
定
化
さ
れ

る
�

１　

事
業
計
画
�
予
算
計
上

は
万
全
か
�

２　

授
産
施
設
へ
の
委
託
費

が
減
額
さ
れ
�
利
用
者
の
１

割
負
担
等
に
よ
り
法
人
運
営

に
支
障
は
な
い
か
�

３　

市
独
自
の
支
援
助
成
制

度
創
設
が
必
要
と
考
え
る

が
�
所
見
を
問
う
�

答　

１　

新
年
度
に
�
事
業

計
画
と
予
算
は
対
応
す
る
�

２　

利
用
者
の
１
割
負
担
等

に
よ
る
利
用
者
離
れ
か
ら
施

設
経
営
に
支
障
の
可
能
性
は

あ
る
�

３　

市
独
自
の
助
成
制
度
の

可
否
は
�
補
正
予
算
の
際
検

討
し
た
い
�

市
民
憲
章
制
定
に
つ
い
て

只
見
線
開
通
と
今
後
の
活
用
を
問
う

魚
沼
市
の
行
政
改
革
等
に
つ
い
て

魚
沼
市
の
子
育
て
支
援
と
教
育
に
つ
い
て
問
う

問問

問問

問

問

問

問 答

答答

答

問 答答

答

答

答

ゴ
ル
フ
場
民
事
再
生
計
画
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問　
　

﹁
越
後
と
会
津
の
県

境
に
悲
願
の
鉄
道
を
﹂
私
た

ち
の
先
人
が
立
ち
上
が
�

た
�
戦
争
に
翻
弄
さ
れ
な
が

ら
県
境
六
十
里
越
え
の
峻
険

を
制
し
た
が
�
そ
の
後
只
見

線
は
�
雪
と
�
赤
字
路
線
廃

止
論
と
の
戦
い
の
歴
史
が
続

い
た
�
現
在
�
大
白
川
�
只

見
の
間
が
運
休
に
な
�
て
か

ら
80
日
に
な
る
が
�
復
旧
の

目
途
さ
え
立
�
て
い
な
い
�

市
内
か
ら
５
名
の
生
徒
が
只

見
高
校
に
通
学
し
て
い
る

が
�
自
宅
か
ら
の
通
学
が
で

き
な
い
現
状
だ
�
以
下
４
点

質
問
す
る
�

１　

公
共
交
通
機
関
の
確
保

は
�
根
幹
を
な
す
重
要
な
こ

崩
の
危
険
が
続
く
た
め
�
現

在
も
開
通
の
見
込
み
が
立
�

て
い
な
い
�
昨
冬
も
長
期
間

運
休
し
た
た
め
�
今
冬
の
正

常
運
転
確
保
を
要
望
し
て
い

る
�

２　

降
雪
も
降
り
止
ま
�
た

と
思
わ
れ
る
の
で
�
早
期
の

開
通
を
要
望
し
た
い
�

３　

今
後
は
﹁
只
見
線
活
性

化
協
議
会
﹂
を
通
じ
て
要
望

す
る
等
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と

ら
え
て
働
き
か
け
を
し
た

い
�

４　

観
光
面
か
ら
見
る
と
只

見
線
は
大
き
な
観
光
資
源

だ
�
昨
年
秋
の
﹁
紅
葉
号
﹂

の
運
行
�
今
年
の
春
の
﹁
新

緑
号
﹂
の
運
行
も
決
定
し
た
�

只
見
線
の
活
性
化
は
交
流
人

口
の
増
加
に
も
大
き
く
影
響

す
る
�

　

地
域
の
熱
意
を
Ｊ
Ｒ
に
伝

え
た
い
�

と
と
考
え
る
が
�
ど
の
よ
う

な
認
識
か
�

２　

大
糸
線
再
開
通
に
�
糸

魚
川
市
は
県
と
連
携
し
な
が

ら
市
長
を
先
頭
に
積
極
的
に

活
動
し
�
再
開
通
を
迎
え
た

が
�
只
見
線
再
開
通
の
活
動

が
見
え
て
こ
な
い
が
ど
う
取

り
組
む
の
か
�

３　

市
民
は
�
只
見
線
廃
止

論
を
心
配
し
て
い
る
が
認
識

を
問
う
�

４　

観
光
面
か
ら
只
見
線
の

活
性
化
を
提
案
す
る
が
�
只

見
駅
ま
で
来
て
い
る
﹁
Ｓ
Ｌ

会
津
只
見
号
﹂
を
ま
ず
小
出

駅
ま
で
走
ら
せ
よ
う
�
そ
れ

が
実
現
で
き
た
ら
�﹁
Ｓ
Ｌ

磐
越
物
語
﹂
と
﹁
ほ
く
ほ
く

線
﹂
に
つ
な
ぐ
運
動
を
展
開

し
た
ら
ど
う
か
�

答　

１　

大
白
川
�
福
島
県

側
は
年
末
よ
り
運
休
し
�
雪

浅井 守雄 議員

佐藤 守 議員

問　
　

地
方
分
権
一
括
法
の

施
行
に
よ
り
�
自
己
責
任
と

自
己
決
定
を
基
本
と
し
た
地

方
自
治
体
の
自
立
が
求
め
ら

れ
る
中
�
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
の
構
造
改
革
や
規
制
緩

和
�
三
位
一
体
改
革
等
で
�

財
政
力
の
な
い
自
治
体
に

と
�
て
は
非
常
に
厳
し
い
情

勢
下
に
あ
り
�
こ
う
い
う
時

こ
そ
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
�
て
危
機
感
を
共
有
し
協

働
し
な
が
ら
継
続
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
�

次
の
点
に
つ
い
て
所
信
を
問

う
�

１　

国
県
か
ら
の
権
限
移
譲

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
�
ま

た
今
後
見
込
ま
れ
る
も
の
は
�

問　
　

﹁
子
育
て
が
楽
し
い

か
﹂
の
ア
ン
ケ
�
ト
で
仏

76
・
６

％
�
英
70
・
７

％
�

米
48
・
６
％
�
日
20
・
６
％

が
楽
し
い
と
の
結
果
�
メ

デ
�
ア
世
代
の
母
親
が
誰
に

も
相
談
で
き
ず
子
育
て
不
安

に
陥
る
こ
と
が
多
い
�
子
育

て
の
親
子
が
気
軽
に
行
け
る

﹃
た
ま
り
場
﹄
を
保
育
園
内

に
つ
く
れ
な
い
か
�

答　
　

市
内
５
カ
所
で
親
と

子
ど
も
が
集
う
場
所
を
設
定

し
�
子
ど
も
の
成
長
の
個
人

差
や
接
し
方
に
つ
い
て
学
ん

で
も
ら
う
と
と
も
に
�
親
同

士
の
仲
間
づ
く
り
の
会
を
実

施
し
て
い
る
�
ま
た
18
年
度

か
ら
発
育
や
健
康
面
の
不
安

に
対
す
る
相
談
会
を
毎
週
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
�

問　
　

脳
が
育
つ
幼
児
期
に

Ｔ
Ｖ
漬
け
の
育
児
で
﹁
ゲ
�

ム
脳
と
な
る
﹂
危
険
が
あ
り
�

体
力
的
に
も
問
題
が
多
い
�

２　

弱
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
の
構
築
の

た
め
�
組
織
機
構
の
改
革
・

見
直
し
に
つ
い
て
�
過
労
働
�

子
育
て
支
援
に
配
慮
し
た
勤

務
体
制
を
図
る
べ
き
で
は
な

い
か
�

３　

分
庁
舎
方
式
の
見
直
し

等
機
能
及
び
利
用
方
向
に
つ

い
て
�

４　

魚
沼
市
の
庁
舎
建
設
を

ど
う
考
え
る
か
�

５　

図
書
館
の
施
設
整
備
計

画
の
考
え
は
�

答　

１　

平
成
９
年
度
と
14

年
度
で
�
65
事
務
が
移
譲
さ

れ
た
�
今
後
は
２
４
５
事
務

が
移
譲
対
象
と
さ
れ
て
い

る
�

２　

意
思
決
定
の
効
率
化
の

た
め
機
構
改
革
を
進
め
る
�

課
等
の
設
置
数
は
現
行
の
３

分
の
１
程
度
が
最
終
目
標
�

所
判
決
に
よ
り
平
等
�
公
平

な
協
力
を
得
な
け
れ
ば
継
続

的
な
経
営
再
建
は
で
き
な
い

状
況
と
な
�
て
い
る
�
行
政

と
し
て
も
民
事
再
生
手
続
き

を
全
面
的
に
支
援
す
る
こ
と

で
道
義
的
責
任
を
果
た
す
も

の
と
考
え
て
い
る
�

２　

再
生
計
画
の
認
可
決
定

が
出
て
ゴ
ル
フ
場
が
存
続
す

る
こ
と
で
解
決
す
る
と
考
え

て
い
る
�

３　

右
記
の
と
お
り
�

４　

経
営
陣
の
刷
新
に
よ
り

問
題
が
解
決
す
る
性
質
の
も

の
で
は
な
く
�
現
経
営
陣
の

も
と
で
�
全
会
員
の
協
力
に

よ
�
て
再
建
を
果
た
す
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
る
�

５　

会
員
の
総
意
を
反
映
で

き
る
再
生
計
画
を
立
案
中
で

あ
り
�
今
後
�
適
宜
説
明
会

を
開
催
す
る
と
聞
い
て
い

る
�
一
般
に
は
�
法
手
続
き

に
反
し
な
い
限
度
で
情
報
を

開
示
し
た
い
�

６　

会
員
数
１
�
５
２
２
名
�

届
出
人
数
は
１
�
２
４
５
名

︵
２
月
28
日
現
在
︶

７　

出
資
額
は
１
千
５
百
万

円
︵
15
％
︶

８　

裁
判
所
の
和
解
勧
告
に

基
づ
き
10
件
に
つ
い
て
市
場

価
格
程
度
で
和
解
し
て
い

る
�

メ
デ
�
ア
の
も
た
ら
す
マ
イ

ナ
ス
要
因
は
大
き
い
�
教
育

委
員
会
は
ど
う
考
え
る
か
�

答　
　

子
ど
も
の
運
動
不
足

は
脳
や
心
の
発
達
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
等
が
�
保
護
者

を
含
め
社
会
的
に
十
分
に
認

知
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情

で
あ
る
�
外
遊
び
の
必
要
性

を
啓
発
す
る
と
と
も
に
�
運

動
嫌
い
の
子
ど
も
に
外
遊
び

の
魅
力
を
味
わ
せ
る
機
会
と

場
を
�
関
係
者
で
さ
ら
に
検

討
し
た
い
�

ゴ
ル
フ
場
民
事
再
生
計
画

問　

１　

市
の
道
義
的
責
任

は
�

２　

地
権
者
の
救
済
は
�

３　

雇
用
確
保
の
問
題
は
�

４　

経
営
陣
の
刷
新
は
�

５　

再
生
計
画
を
関
係
者
や

市
民
に
ど
う
説
明
す
る
か
�

６　

再
生
債
権
の
届
は
何
人

か
�
総
会
員
数
は
何
人
か
�

７　

市
の
出
資
額
と
明
細

は
�

８　

既
に
一
部
償
還
済
み
な

の
か
�
そ
の
内
容
は
ど
う
か
�

答　

１　

長
期
化
す
る
不
況

の
中
で
売
上
の
減
少
と
預
託

金
償
還
問
題
で
の
最
高
裁
判

配
置
職
員
数
は
事
務
の
繁
閑

に
よ
り
人
事
異
動
時
に
配

慮
�

３　

分
庁
舎
方
式
に
よ
る
組

織
の
分
散
は
�
効
率
的
な
事

務
の
処
理
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
た
め
�
18
年
度
に
は

組
織
機
構
を
一
部
見
直
し
た

い
と
考
え
て
い
る
�

４　

庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

は
市
の
行
財
政
全
般
に
わ
た

る
検
証
を
行
い
�
市
民
の
皆

様
の
理
解
や
コ
ン
セ
ン
サ
ス

の
形
成
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
�

５　

18
年
度
か
ら
�
図
書
館

の
ネ
�
ト
ワ
�
ク
整
備
に
着

手
し
�
具
体
的
な
建
設
年
次

や
建
設
位
置
等
は
総
合
計
画

の
中
で
さ
ら
に
検
討
し
て
い

く
�

星野 邦子 議員

星 謙一 議員

問　
　

憲
章
は
�
市
の
記
念

事
業
時
に
制
定
す
る
と
さ
れ

て
い
る
が
再
考
す
べ
き
と
思

う
が
見
解
を
�

答　
　

市
民
憲
章
に
つ
い
て

は
�
制
定
の
過
程
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
�
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

等
の
検
討
委
員
会
で
�
位
置

づ
け
を
含
め
�
十
分
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
く
�

問　
　

魚
沼
市
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例

10
条
２
項
の
規
定
と
14
条
の

運
用
に
つ
い
て
�
こ
の
運
用

の
実
態
と
条
例
の
整
合
性
�

地
域
指
定
の
拡
大
に
つ
い

て
�

答　
　

廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
に
よ

り
�
市
は
一
般
廃
棄
物
と
合

わ
せ
て
７
種
類
の
産
業
廃
棄

物
を
処
理
し
て
い
る
�
主
な

も
の
は
�
堀
之
内
の
公
共
下

水
道
の
脱
水
汚
泥
や
食
料
品

製
造
業
か
ら
発
生
す
る
動
植

物
性
残
渣
で
あ
る
�

　

事
業
系
の
一
般
廃
棄
物
の

収
集
運
搬
に
つ
い
て
は
�
条

例
第
３
条
と
の
整
合
を
図
り

な
が
ら
�
広
域
事
務
組
合
の

実
績
を
生
か
し
�
条
例
に
よ

り
今
ま
で
ど
お
り
継
続
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
�

問　
　

市
行
造
林
事
業
に
つ

い
て
�
苗
木
の
選
定
�
杉
植

栽
だ
け
で
な
く
市
民
の
憩
い

の
場
�
観
光
に
資
す
る
植
林

事
業
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
�
ま
た
�
払
い
下
げ
の
考

え
は
�

答　
　

花
粉
の
元
と
な
る
雄

花
の
量
の
少
な
い
苗
木
の
植

林
や
雄
花
の
量
の
多
い
木
の

間
伐
や
針
葉
樹
と
広
葉
樹
の

混
合
林
化
�
天
然
林
改
良
な

ど
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
る
�
な
お
�
市
行
造
林

地
の
払
い
下
げ
は
�
分
収
造

林
契
約
の
規
定
を
基
本
方
針

と
し
て
�
今
後
�
関
係
機
関

及
び
関
係
者
と
協
議
し
た
い

と
考
え
て
い
る
�

問　
　

障
害
者
自
立
支
援
法

に
つ
い
て
�
10
月
に
障
害
者

福
祉
サ
�
ビ
ス
と
地
域
生
活

支
援
事
業
が
法
定
化
さ
れ

る
�

１　

事
業
計
画
�
予
算
計
上

は
万
全
か
�

２　

授
産
施
設
へ
の
委
託
費

が
減
額
さ
れ
�
利
用
者
の
１

割
負
担
等
に
よ
り
法
人
運
営

に
支
障
は
な
い
か
�

３　

市
独
自
の
支
援
助
成
制

度
創
設
が
必
要
と
考
え
る

が
�
所
見
を
問
う
�

答　

１　

新
年
度
に
�
事
業

計
画
と
予
算
は
対
応
す
る
�

２　

利
用
者
の
１
割
負
担
等

に
よ
る
利
用
者
離
れ
か
ら
施

設
経
営
に
支
障
の
可
能
性
は

あ
る
�

３　

市
独
自
の
助
成
制
度
の

可
否
は
�
補
正
予
算
の
際
検

討
し
た
い
�

市
民
憲
章
制
定
に
つ
い
て

只
見
線
開
通
と
今
後
の
活
用
を
問
う

魚
沼
市
の
行
政
改
革
等
に
つ
い
て

魚
沼
市
の
子
育
て
支
援
と
教
育
に
つ
い
て
問
う

問問

問問

問

問

問

問 答

答答

答

問 答答

答

答

答

ゴ
ル
フ
場
民
事
再
生
計
画
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問　
　

魚
沼
市
第
１
次
総
合

計
画
の
初
年
度
に
あ
た
り
�

魚
沼
市
の
こ
れ
か
ら
の
展
望

と
今
後
３
年
間
の
市
長
の
施

策
に
つ
い
て
改
め
て
問
う
�

答　
　

今
後
�
地
域
間
競
争

が
顕
著
に
な
�
て
い
く
中

で
�
周
辺
自
治
体
に
埋
没
す

る
こ
と
の
な
い
﹁
魚
沼
ら
し

さ
﹂
の
追
求
に
官
民
あ
げ
て

知
恵
を
出
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
る
�

問　
　

﹁
自
己
決
定
・
自
己

責
任
・
自
己
創
造
﹂
と
あ
り
�

平
成
18
年
度
を
﹁
自
己
創
造

元
年
﹂
と
位
置
づ
け
た
市
長

の
自
己
創
造
に
つ
い
て
の
見

解
を
問
う
�

答　
　

魚
沼
な
ら
で
は
の
行

政
運
営
を
目
指
し
�﹁
自
ら

の
地
域
の
こ
と
は
自
ら
が
考

答　
　

課
の
統
合
を
優
先
�

現
時
点
で
は
質
問
の
部
局
制

の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
�

問　
　

仮
に
５
年
後
に
庁
舎

建
設
も
し
く
は
�
今
あ
る
施

設
の
改
修
を
考
え
た
と
き
に

計
画
的
に
削
減
目
標
を
明
示

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
見
解
を
問
う
�

答　
　

策
定
中
の
﹁
定
員
適

正
化
計
画
﹂
で
示
す
�

問　
　

職
員
を
削
減
し
て
い

く
一
方
で
行
政
の
マ
ン
パ

ワ
�
が
必
要
な
部
分
も
あ
る

が
�
行
政
サ
�
ビ
ス
を
職
員

の
代
わ
り
に
行
う
受
け
皿
づ

く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
市

長
の
見
解
を
問
う
�

答　
　

行
政
の
ス
リ
ム
化
�

行
政
改
革
は
国
を
あ
げ
て
の

課
題
�
公
の
仕
事
に
も
民
間
�

地
域
自
治
会
等
多
様
な
主
体

の
参
加
が
待
た
れ
る
と
こ

ろ
�
受
け
皿
も
当
然
必
要
と

な
る
�

え
る
﹂
こ
と
を
念
頭
に
施
策

を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
�

問　
　

﹁
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
﹂
の
設
置
に
取
り
組
む
と

掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
�
こ
の

委
員
会
を
ど
の
よ
う
に
立
ち

上
げ
�
何
を
さ
せ
�
何
を
託

す
の
か
�
市
長
の
見
解
を
問

う
�

答　
　

﹁
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
﹂
の
位
置
づ
け
�
立
ち
上

げ
の
方
法
に
つ
い
て
は
検
討

中
�
市
は
自
立
し
た
活
動
組

織
の
立
ち
上
げ
を
支
援
し
�

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
指

針
の
策
定
な
ど
�
市
民
参
画

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
結
び
つ

け
た
い
と
考
え
て
い
る
�

問　
　

魚
沼
市
の
広
大
な
面

積
�
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
�
横

断
的
な
行
政
サ
�
ビ
ス
を
行

う
に
は
�
部
局
制
を
取
り
入

れ
�
課
を
超
え
て
戦
略
プ
ラ

ン
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
見
解
を
問
う
�

皆川 雄二 議員

佐藤 貞一 議員

問　
　

基
本
構
想
︵
計
画
︶

に
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
�

校
区
の
再
編
計
画
が
盛
ら
れ

た
�Ｐ
Ｔ
Ａ
�
地
域
関
係
者

は
も
と
よ
り
�Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ

る
ワ
�
ク
シ
�
�
プ
は
想
定

内
か
�
大
ま
か
な
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
�
�
ル
は
�

答　
　

旧
町
村
ご
と
に
定
め

ら
れ
た
通
学
区
域
の
見
直
し

や
�
学
校
の
望
ま
し
い
経
営

の
あ
り
方
等
を
視
野
に
入
れ

た
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
�

　

地
域
の
保
護
者
の
皆
さ
ん

の
意
見
・
要
望
を
十
分
に
伺

い
�
地
元
の
考
え
や
要
望
を

把
握
し
て
�
今
後
十
分
な
検

問　

１　

雪
は
大
切
な
資
源

で
あ
る
�
反
面
�
重
い
荷
物

で
も
あ
り
�
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
の

た
め
に
�
ど
の
よ
う
な
施
策

を
考
え
て
い
る
か
�

２　

道
路
�
一
般
家
庭
要
援

護
者
世
帯
等
除
雪
作
業
の
中

心
的
担
い
手
で
あ
る
建
設
・

建
築
業
の
減
少
衰
退
は
�
除

雪
作
業
員
の
不
足
に
つ
な
が

り
�
雪
対
策
に
大
き
な
不
安

を
残
す
�
業
界
の
担
い
手
確

保
と
同
時
に
他
の
除
雪
担
い

手
確
保
が
必
要
で
あ
る
�

３　

道
路
消
雪
�
屋
根
消
雪

に
よ
る
地
下
水
の
枯
渇
対
策

は
ど
う
か
�

４　

流
雪
溝
の
水
上
が
り
箇

所
�
旧
式
グ
レ
�
チ
ン
グ
の

討
を
重
ね
て
い
く
�

米
政
策
に
つ
い
て

問　
　

担

い

手

要

件
︵
４

ha
�
20 

ha
︶
を
ク
リ
ア
�

し
な
い
と
�
補
て
ん
が
受
け

ら
れ
な
い
と
い
う
�Ｗ
Ｔ
Ｏ

の
交
渉
や
将
来
の
あ
り
方
か

ら
国
の
論
理
と
し
て
は
わ
か

ら
な
く
も
な
い
�
し
か
し
�

山
間
地
零
細
農
業
者
に
は
�

い
て
も
優
秀
な
人
材
の
確
保

や
育
成
�
安
全
対
策
の
推
進
�

新
分
野
へ
進
出
等
に
取
り
組

む
企
業
を
支
援
す
る
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
て
い
る
�
魚
沼

テ
ク
ノ
ス
ク
�
ル
を
技
術
者

育
成
の
拠
点
施
設
と
し
て
活

用
し
�
後
継
者
・
担
い
手
の

確
保
に
努
め
る
�

３　

地
下
水
は
限
り
の
あ
る

資
源
�
取
水
能
力
の
向
上
に

努
め
�
回
復
で
き
な
い
箇
所

は
計
画
的
に
井
戸
の
更
新
に

取
り
組
む
�

４　

施
設
の
修
繕
は
�
多
く

の
申
し
入
れ
が
あ
り
対
応
し

た
い
�

５　

融
雪
屋
根
の
普
及
を
引

き
続
き
進
め
る
こ
と
が
市
全

体
で
は
有
効
�
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
�

６　

除
雪
業
務
は
�
市
民
�

地
域
か
ら
の
協
力
を
い
た
だ

か
な
い
と
困
難
�
関
係
各
所

と
連
携
し
て
推
進
し
た
い
�

取
り
替
え
等
�
早
期
整
備
�

恒
久
的
水
源
確
保
が
重
要
で

あ
る
が
ど
う
か
�

５　

危
険
を
招
く
雪
庇
対
策

と
し
て
�
防
止
フ
�
ン
ス
の

奨
励
�
助
成
の
考
え
は
ど
う

か
�

６　

豪
雪
は
災
害
で
あ
る
�

雪
対
策
整
備
の
短
期
集
中
的

取
り
組
み
を
求
め
�
さ
ら
に

ソ
フ
ト
面
の
充
実
こ
そ
大
切

で
あ
る
が
ど
う
か
�

答　

１　

総
合
計
画
で
定
め

た
将
来
像
の
と
お
り
�
雪
に

よ
�
て
育
ま
れ
て
き
た
文
化

や
雪
を
活
用
し
た
産
業
振
興

策
を
基
本
と
し
な
が
ら
雪
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
�

２　

後
継
者
不
足
の
問
題

は
�
建
設
業
・
建
築
業
に
限
�

た
こ
と
で
は
な
く
�
魚
沼
市

の
基
幹
産
業
全
体
が
抱
え
た

問
題
で
あ
る
�
国
�
県
に
お

頭
も
体
も
納
得
で
き
な
い
の

が
本
音
�
５
ha
の
人
と
３
ha

の
人
の
１
俵
の
値
段
が
違
う

の
は
不
自
然
�
不
公
平
�
制

度
実
施
移
行
期
間
が
短
す
ぎ

る
�
要
件
の
中
に
５
年
以
内

の
目
標
計
画
設
定
が
あ
る
な

ら
�
50
俵
や
１
０
０
俵
の
出

荷
農
家
も
５
年
の
猶
予
が
ほ

し
い
�
関
係
機
関
へ
の
働
き

か
け
は
�

答　
　

担
い
手
要
件
は
�
大

変
厳
し
い
条
件
と
な
�
て
い

る
が
�
中
山
間
地
の
担
い
手

不
足
等
を
考
え
る
時
�
こ
の

新
た
な
営
農
の
仕
組
み
づ
く

り
は
避
け
て
通
れ
な
い
状
況

と
な
�
て
い
る
�

　

今
後
と
も
中
山
間
農
業
地

域
で
の
現
状
を
訴
え
な
が

ら
�
問
題
点
や
課
題
等
の
解

決
に
つ
い
て
�
国
県
に
要
望

し
て
い
き
た
い
�

桜井 稔 議員

山之内 伸一郎 議員

問　
　

会
員
�
地
元
に
は
多

大
な
影
響
が
あ
る
�
第
三
セ

ク
タ
�
で
も
あ
り
�
市
と
し

て
も
重
大
な
関
心
を
持
�
て

対
応
す
る
べ
き
で
あ
る
�

１　

経
営
の
継
続

２　

会
員
間
の
平
等

３　

地
権
者
の
不
利
益
防
止

を
基
本
に
尽
力
願
い
た
い
が

ど
う
か
�

答　
　

同
社
に
は
金
融
債
務

負
担
が
な
く
�
開
業
以
来
の

単
年
度
決
算
実
績
に
は
問
題

と
さ
れ
る
事
項
は
な
い
と
報

告
を
受
け
て
い
る
�

１　

倶
楽
部
会
員
の
プ
レ
�

権
の
維
持

２　

会
員
預
託
金
債
務
の
縮

小
な
い
し
は
整
理

３　

償
還
希
望
会
員
�
退
会

会
員
の
欠
員
に
つ
い
て
は
�

プ
レ
�
環
境
に
悪
影
響
を
及

ぼ
さ
ず
�
既
存
会
員
と
の
公

平
を
維
持
す
る
た
め
�
会
員

の
追
加
募
集
�
そ
の
他
プ

レ
�
環
境
の
整
備
に
よ
り
�

会
員
権
価
値
の
回
復
と
地
域

社
会
に
今
後
も
寄
与
し
た

い
�

直
営
観
光
施
設
の
改
革

問　
　

厳
し
い
財
政
事
情
の

中
�
こ
の
ま
ま
の
形
で
維
持

で
き
な
い
と
思
う
が
�
検
討

は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る

か
�

答　
　

今
後
の
経
営
状
況
と

施
設
の
あ
り
方
を
地
域
�
議

会
と
十
分
検
討
し
な
が
ら
運

営
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
�
ま
た
�

療
養
施
設
と
し
て
利
用
し
た

い
と
い
う
話
も
あ
り
�
可
能

性
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
�

農
業
担
い
手
育
成
状
況

問　
　

南
魚
沼
な
ど
�
近
隣

地
域
に
比
べ
取
り
組
み
の
遅

れ
が
心
配
�
担
当
部
署
の
設

置
を
含
め
取
り
組
み
強
化
を

望
む
が
�

答　
　

農
林
課
農
政
係
の
担

当
と
し
�
現
時
点
で
担
い
手

に
特
化
し
て
独
立
し
た
部
署

の
設
置
は
考
え
て
い
な
い

が
�Ｊ
Ａ
等
の
関
係
機
関
と

連
携
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
�

夜
間
救
急
施
設
を

問　
　

水
原
郷
病
院
の
医
師

大
量
退
職
問
題
は
人
ご
と
で

は
な
い
�
小
出
病
院
を
大
切

に
す
る
意
味
で
も
�
設
置
を

検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
�

答　
　

自
治
体
�
医
師
会
�

医
療
機
関
な
ど
の
関
係
機
関

が
役
割
分
担
と
連
携
を
一
層

強
化
し
て
�
救
急
医
療
体
制

の
確
保
・
充
実
を
図
る
�
ま

た
�
最
も
重
要
な
こ
と
は
住

民
の
理
解
を
得
る
こ
と
と
考

え
�
か
か
り
つ
け
医
の
徹
底

な
ど
機
会
あ
る
ご
と
に
住
民

へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
�

ゴ
ル
フ
場
再
生
に
つ
い
て

所
信
表
明
に
つ
い
て
問
う

誰
で
も
安
心
し
て
住
め
る
雪
の
く
に
ま
ち
づ
く
り
実
現
の
施
策
は

問問

問

問 問

問

問

答答

答

答

答

答答

問

問

問問

問

問 答

答

答答答

答

直
営
観
光
施
設
の
改
革

農
業
担
い
手
育
成
状
況

夜
間
救
急
施
設
を

米
政
策
に
つ
い
て

校
区
再
編
計
画
を
問
う

伊米ヶ崎小学校入学式
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問　
　

魚
沼
市
第
１
次
総
合

計
画
の
初
年
度
に
あ
た
り
�

魚
沼
市
の
こ
れ
か
ら
の
展
望

と
今
後
３
年
間
の
市
長
の
施

策
に
つ
い
て
改
め
て
問
う
�

答　
　

今
後
�
地
域
間
競
争

が
顕
著
に
な
�
て
い
く
中

で
�
周
辺
自
治
体
に
埋
没
す

る
こ
と
の
な
い
﹁
魚
沼
ら
し

さ
﹂
の
追
求
に
官
民
あ
げ
て

知
恵
を
出
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
る
�

問　
　

﹁
自
己
決
定
・
自
己

責
任
・
自
己
創
造
﹂
と
あ
り
�

平
成
18
年
度
を
﹁
自
己
創
造

元
年
﹂
と
位
置
づ
け
た
市
長

の
自
己
創
造
に
つ
い
て
の
見

解
を
問
う
�

答　
　

魚
沼
な
ら
で
は
の
行

政
運
営
を
目
指
し
�﹁
自
ら

の
地
域
の
こ
と
は
自
ら
が
考

答　
　

課
の
統
合
を
優
先
�

現
時
点
で
は
質
問
の
部
局
制

の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
�

問　
　

仮
に
５
年
後
に
庁
舎

建
設
も
し
く
は
�
今
あ
る
施

設
の
改
修
を
考
え
た
と
き
に

計
画
的
に
削
減
目
標
を
明
示

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
見
解
を
問
う
�

答　
　

策
定
中
の
﹁
定
員
適

正
化
計
画
﹂
で
示
す
�

問　
　

職
員
を
削
減
し
て
い

く
一
方
で
行
政
の
マ
ン
パ

ワ
�
が
必
要
な
部
分
も
あ
る

が
�
行
政
サ
�
ビ
ス
を
職
員

の
代
わ
り
に
行
う
受
け
皿
づ

く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
市

長
の
見
解
を
問
う
�

答　
　

行
政
の
ス
リ
ム
化
�

行
政
改
革
は
国
を
あ
げ
て
の

課
題
�
公
の
仕
事
に
も
民
間
�

地
域
自
治
会
等
多
様
な
主
体

の
参
加
が
待
た
れ
る
と
こ

ろ
�
受
け
皿
も
当
然
必
要
と

な
る
�

え
る
﹂
こ
と
を
念
頭
に
施
策

を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
�

問　
　

﹁
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
﹂
の
設
置
に
取
り
組
む
と

掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
�
こ
の

委
員
会
を
ど
の
よ
う
に
立
ち

上
げ
�
何
を
さ
せ
�
何
を
託

す
の
か
�
市
長
の
見
解
を
問

う
�

答　
　

﹁
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
﹂
の
位
置
づ
け
�
立
ち
上

げ
の
方
法
に
つ
い
て
は
検
討

中
�
市
は
自
立
し
た
活
動
組

織
の
立
ち
上
げ
を
支
援
し
�

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
指

針
の
策
定
な
ど
�
市
民
参
画

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
結
び
つ

け
た
い
と
考
え
て
い
る
�

問　
　

魚
沼
市
の
広
大
な
面

積
�
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
�
横

断
的
な
行
政
サ
�
ビ
ス
を
行

う
に
は
�
部
局
制
を
取
り
入

れ
�
課
を
超
え
て
戦
略
プ
ラ

ン
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
見
解
を
問
う
�

皆川 雄二 議員

佐藤 貞一 議員

問　
　

基
本
構
想
︵
計
画
︶

に
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
�

校
区
の
再
編
計
画
が
盛
ら
れ

た
�Ｐ
Ｔ
Ａ
�
地
域
関
係
者

は
も
と
よ
り
�Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ

る
ワ
�
ク
シ
�
�
プ
は
想
定

内
か
�
大
ま
か
な
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
�
�
ル
は
�

答　
　

旧
町
村
ご
と
に
定
め

ら
れ
た
通
学
区
域
の
見
直
し

や
�
学
校
の
望
ま
し
い
経
営

の
あ
り
方
等
を
視
野
に
入
れ

た
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
�

　

地
域
の
保
護
者
の
皆
さ
ん

の
意
見
・
要
望
を
十
分
に
伺

い
�
地
元
の
考
え
や
要
望
を

把
握
し
て
�
今
後
十
分
な
検

問　

１　

雪
は
大
切
な
資
源

で
あ
る
�
反
面
�
重
い
荷
物

で
も
あ
り
�
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
の

た
め
に
�
ど
の
よ
う
な
施
策

を
考
え
て
い
る
か
�

２　

道
路
�
一
般
家
庭
要
援

護
者
世
帯
等
除
雪
作
業
の
中

心
的
担
い
手
で
あ
る
建
設
・

建
築
業
の
減
少
衰
退
は
�
除

雪
作
業
員
の
不
足
に
つ
な
が

り
�
雪
対
策
に
大
き
な
不
安

を
残
す
�
業
界
の
担
い
手
確

保
と
同
時
に
他
の
除
雪
担
い

手
確
保
が
必
要
で
あ
る
�

３　

道
路
消
雪
�
屋
根
消
雪

に
よ
る
地
下
水
の
枯
渇
対
策

は
ど
う
か
�

４　

流
雪
溝
の
水
上
が
り
箇

所
�
旧
式
グ
レ
�
チ
ン
グ
の

討
を
重
ね
て
い
く
�

米
政
策
に
つ
い
て

問　
　

担

い

手

要

件
︵
４

ha
�
20 

ha
︶
を
ク
リ
ア
�

し
な
い
と
�
補
て
ん
が
受
け

ら
れ
な
い
と
い
う
�Ｗ
Ｔ
Ｏ

の
交
渉
や
将
来
の
あ
り
方
か

ら
国
の
論
理
と
し
て
は
わ
か

ら
な
く
も
な
い
�
し
か
し
�

山
間
地
零
細
農
業
者
に
は
�

い
て
も
優
秀
な
人
材
の
確
保

や
育
成
�
安
全
対
策
の
推
進
�

新
分
野
へ
進
出
等
に
取
り
組

む
企
業
を
支
援
す
る
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
て
い
る
�
魚
沼

テ
ク
ノ
ス
ク
�
ル
を
技
術
者

育
成
の
拠
点
施
設
と
し
て
活

用
し
�
後
継
者
・
担
い
手
の

確
保
に
努
め
る
�

３　

地
下
水
は
限
り
の
あ
る

資
源
�
取
水
能
力
の
向
上
に

努
め
�
回
復
で
き
な
い
箇
所

は
計
画
的
に
井
戸
の
更
新
に

取
り
組
む
�

４　

施
設
の
修
繕
は
�
多
く

の
申
し
入
れ
が
あ
り
対
応
し

た
い
�

５　

融
雪
屋
根
の
普
及
を
引

き
続
き
進
め
る
こ
と
が
市
全

体
で
は
有
効
�
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
�

６　

除
雪
業
務
は
�
市
民
�

地
域
か
ら
の
協
力
を
い
た
だ

か
な
い
と
困
難
�
関
係
各
所

と
連
携
し
て
推
進
し
た
い
�

取
り
替
え
等
�
早
期
整
備
�

恒
久
的
水
源
確
保
が
重
要
で

あ
る
が
ど
う
か
�

５　

危
険
を
招
く
雪
庇
対
策

と
し
て
�
防
止
フ
�
ン
ス
の

奨
励
�
助
成
の
考
え
は
ど
う

か
�

６　

豪
雪
は
災
害
で
あ
る
�

雪
対
策
整
備
の
短
期
集
中
的

取
り
組
み
を
求
め
�
さ
ら
に

ソ
フ
ト
面
の
充
実
こ
そ
大
切

で
あ
る
が
ど
う
か
�

答　

１　

総
合
計
画
で
定
め

た
将
来
像
の
と
お
り
�
雪
に

よ
�
て
育
ま
れ
て
き
た
文
化

や
雪
を
活
用
し
た
産
業
振
興

策
を
基
本
と
し
な
が
ら
雪
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
�

２　

後
継
者
不
足
の
問
題

は
�
建
設
業
・
建
築
業
に
限
�

た
こ
と
で
は
な
く
�
魚
沼
市

の
基
幹
産
業
全
体
が
抱
え
た

問
題
で
あ
る
�
国
�
県
に
お

頭
も
体
も
納
得
で
き
な
い
の

が
本
音
�
５
ha
の
人
と
３
ha

の
人
の
１
俵
の
値
段
が
違
う

の
は
不
自
然
�
不
公
平
�
制

度
実
施
移
行
期
間
が
短
す
ぎ

る
�
要
件
の
中
に
５
年
以
内

の
目
標
計
画
設
定
が
あ
る
な

ら
�
50
俵
や
１
０
０
俵
の
出

荷
農
家
も
５
年
の
猶
予
が
ほ

し
い
�
関
係
機
関
へ
の
働
き

か
け
は
�

答　
　

担
い
手
要
件
は
�
大

変
厳
し
い
条
件
と
な
�
て
い

る
が
�
中
山
間
地
の
担
い
手

不
足
等
を
考
え
る
時
�
こ
の

新
た
な
営
農
の
仕
組
み
づ
く

り
は
避
け
て
通
れ
な
い
状
況

と
な
�
て
い
る
�

　

今
後
と
も
中
山
間
農
業
地

域
で
の
現
状
を
訴
え
な
が

ら
�
問
題
点
や
課
題
等
の
解

決
に
つ
い
て
�
国
県
に
要
望

し
て
い
き
た
い
�

桜井 稔 議員

山之内 伸一郎 議員

問　
　

会
員
�
地
元
に
は
多

大
な
影
響
が
あ
る
�
第
三
セ

ク
タ
�
で
も
あ
り
�
市
と
し

て
も
重
大
な
関
心
を
持
�
て

対
応
す
る
べ
き
で
あ
る
�

１　

経
営
の
継
続

２　

会
員
間
の
平
等

３　

地
権
者
の
不
利
益
防
止

を
基
本
に
尽
力
願
い
た
い
が

ど
う
か
�

答　
　

同
社
に
は
金
融
債
務

負
担
が
な
く
�
開
業
以
来
の

単
年
度
決
算
実
績
に
は
問
題

と
さ
れ
る
事
項
は
な
い
と
報

告
を
受
け
て
い
る
�

１　

倶
楽
部
会
員
の
プ
レ
�

権
の
維
持

２　

会
員
預
託
金
債
務
の
縮

小
な
い
し
は
整
理

３　

償
還
希
望
会
員
�
退
会

会
員
の
欠
員
に
つ
い
て
は
�

プ
レ
�
環
境
に
悪
影
響
を
及

ぼ
さ
ず
�
既
存
会
員
と
の
公

平
を
維
持
す
る
た
め
�
会
員

の
追
加
募
集
�
そ
の
他
プ

レ
�
環
境
の
整
備
に
よ
り
�

会
員
権
価
値
の
回
復
と
地
域

社
会
に
今
後
も
寄
与
し
た

い
�

直
営
観
光
施
設
の
改
革

問　
　

厳
し
い
財
政
事
情
の

中
�
こ
の
ま
ま
の
形
で
維
持

で
き
な
い
と
思
う
が
�
検
討

は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る

か
�

答　
　

今
後
の
経
営
状
況
と

施
設
の
あ
り
方
を
地
域
�
議

会
と
十
分
検
討
し
な
が
ら
運

営
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
�
ま
た
�

療
養
施
設
と
し
て
利
用
し
た

い
と
い
う
話
も
あ
り
�
可
能

性
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
�

農
業
担
い
手
育
成
状
況

問　
　

南
魚
沼
な
ど
�
近
隣

地
域
に
比
べ
取
り
組
み
の
遅

れ
が
心
配
�
担
当
部
署
の
設

置
を
含
め
取
り
組
み
強
化
を

望
む
が
�

答　
　

農
林
課
農
政
係
の
担

当
と
し
�
現
時
点
で
担
い
手

に
特
化
し
て
独
立
し
た
部
署

の
設
置
は
考
え
て
い
な
い

が
�Ｊ
Ａ
等
の
関
係
機
関
と

連
携
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
�

夜
間
救
急
施
設
を

問　
　

水
原
郷
病
院
の
医
師

大
量
退
職
問
題
は
人
ご
と
で

は
な
い
�
小
出
病
院
を
大
切

に
す
る
意
味
で
も
�
設
置
を

検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
�

答　
　

自
治
体
�
医
師
会
�

医
療
機
関
な
ど
の
関
係
機
関

が
役
割
分
担
と
連
携
を
一
層

強
化
し
て
�
救
急
医
療
体
制

の
確
保
・
充
実
を
図
る
�
ま

た
�
最
も
重
要
な
こ
と
は
住

民
の
理
解
を
得
る
こ
と
と
考

え
�
か
か
り
つ
け
医
の
徹
底

な
ど
機
会
あ
る
ご
と
に
住
民

へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
�

ゴ
ル
フ
場
再
生
に
つ
い
て

所
信
表
明
に
つ
い
て
問
う

誰
で
も
安
心
し
て
住
め
る
雪
の
く
に
ま
ち
づ
く
り
実
現
の
施
策
は

問問

問

問 問

問

問

答答

答

答

答

答答

問

問

問問

問

問 答

答

答答答

答

直
営
観
光
施
設
の
改
革

農
業
担
い
手
育
成
状
況

夜
間
救
急
施
設
を

米
政
策
に
つ
い
て

校
区
再
編
計
画
を
問
う

伊米ヶ崎小学校入学式
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問　
　

現
在
の
暫
定
措
置
で

あ
る
所
得
税
か
ら
の
譲
与
が

終
了
し
�
個
人
住
民
税
へ
の

税
源
移
譲
が
本
格
実
施
さ
れ

る
と
�
歳
入
︵
市
税
︶
は
ど

の
よ
う
に
推
移
し
�
魚
沼
市

の
財
政
に
及
ぼ
す
影
響
は
ど

の
よ
う
に
な
る
か
�

答　
　

魚
沼
市
の
平
成
18
年

度
に
税
源
移
譲
分
と
し
て
計

上
し
た
所
得
譲
与
税
は
２
億

８
�
２
０
０
万
円
で
あ
る
�

平
成
19
年
度
か
ら
は
所
得
譲

与
税
が
廃
止
さ
れ
�
個
人
市

民
税
に
移
譲
す
る
が
�
財
源

確
保
に
努
め
る
�

問　
　

組
織
機
構
の
見
直

し
�
職
員
定
数
削
減
に
つ
い

て
は
段
階
的
�
計
画
的
に
進

め
て
い
く
と
の
考
え
で
あ
る

が
�
何
よ
り
�
市
民
に
わ
か

り
や
す
い
組
織
機
構
の
見
直

し
と
合
併
の
ス
ケ
�
ル
メ

リ
�
ト
で
あ
る
コ
ス
ト
の
削

減
を
早
期
に
実
行
す
べ
き
と

考
え
る
が
�
市
長
の
所
見
を

問
う
�

答　
　

６
町
村
と
二
つ
の
一

部
事
務
組
合
の
合
併
は
共
通

事
務
の
一
元
化
や
専
門
職
の

研
修
機
会
が
増
え
�
一
定
の

効
果
が
あ
�
た
�
今
後
も
定

員
管
理
�
組
織
機
構
見
直
し

等
行
政
運
営
効
率
化
に
向
け

て
取
り
組
む
�

問　
　

庁
舎
建
設
が
あ
と
数

年
か
か
る
と
す
る
な
ら
ば
�

今
後
機
能
見
直
し
と
し
て
機

能
集
積
を
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
く
�
一
つ
の
例
と
し
て
�

農
林
課
�
建
設
課
�
都
市
整

備
課
の
事
業
課
を
同
じ
庁
舎

に
す
べ
き
と
考
え
る
が
�

答　
　

同
一
庁
舎
へ
の
機
能

集
積
は
組
織
機
構
見
直
し
の

中
で
検
討
し
て
い
く
�

問　
　

新
庁
舎
建
設
に
向
け

て
の
基
金
３
億
円
が
平
成
18

年
度
予
算
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
が
�
そ
れ
は
�
新
庁
舎

建
設
な
の
か
�
あ
る
い
は
今

あ
る
庁
舎
を
増
改
築
す
る
な

ど
し
て
�
機
能
を
持
た
せ
る

庁
舎
な
の
か
�
建
設
し
た
場

合
�
今
あ
る
庁
舎
の
利
活
用

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

か
�
市
長
の
所
見
を
問
う
�

答　
　

ま
ず
は
�
行
政
内
部

で
市
の
行
財
政
全
般
に
わ

た
�
て
議
論
を
深
め
な
が
ら

課
題
の
整
理
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
�

税
源
移
譲
・
機
構
見
直
し
・
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

問問

問

答

答

問 答答

指定管理者は次のとおり決定しました
施　　設　　名

入広瀬雪国観光会館

入広瀬山菜会館

雪むろと農産物加工場

入広瀬生きがいセンター

守門ライスセンター

守門高齢者居住施設、守門訪問介護事業所

守門デイサービスセンター、

精神障害者通所授産施設わかあゆ社

特別養護老人ホームあぶるま苑

在宅介護支援センター入広瀬

入広瀬デイサービスセンター、

湯之谷デイサービスセンター

伊米ケ崎デイサービスセンター

入広瀬老人福祉センター「やすらぎ苑」

広神老人福祉センター

堀之内老人憩の家

小出ボランティアセンター

財団法人魚沼市地域づくり振興公社

入広瀬山菜生産組合

有限会社ゆきくらフーズ

大白川生産森林組合

北魚沼農業協同組合

社会福祉法人魚沼市社会福祉協議会

社会福祉法人雪国魚沼福祉会

社会福祉法人魚沼福祉会

社会福祉法人魚沼福祉会

社会福祉法人魚沼市社会福祉協議会

社会福祉法人魚沼市社会福祉協議会

社会福祉法人魚沼市社会福祉協議会

社会福祉法人魚沼市社会福祉協議会

ＮＰＯ法人合歓の会

社会福祉法人魚沼市社会福祉協議会

指 定 管 理 者 施　　設　　名

総合ビジターセンターかたっくり

道光高原緑地公園

三ツ峰いこいの森公園、上原コスモス園、

戸隠・渓流・歴史公園

月岡公園ゴルフ練習場

変更された管理者は戸隠・渓流・歴史公園のみです。

神湯とふれあいの里

銀山平森林公園

湯之谷交流センターユピオ

栃尾又温泉センター

奥只見スロープカー

銀山平キャンプ場

折立温泉運動広場

湯之谷トレーニングセンター、

薬師テニスコート

薬師温泉センターゆ〜ぱーく薬師、

自然活用総合管理施設深雪の里

にいがた魚沼特産振興企業組合

奥只見道光高原リゾート株式会社

戸隠・渓流・歴史公園管理組合

株式会社ほりのうち

株式会社神湯温泉倶楽部

銀山平森林公園等管理組合

株式会社ユピオ

栃尾又温泉センター管理組合

奥只見観光株式会社

銀山平キャンプ場管理組合

トレーニングセンター管理組合

湯之谷薬師スキー場管理組合

株式会社深雪の里

指 定 管 理 者

閉
会
中
の
調
査

１
月
18
日

１　

魚
沼
市
民
図
書
館
︵
仮

称
︶
建
設
基
本
計
画
策
定

委
員
会
に
つ
い
て

　

20
回
に
及
ぶ
検
討
会
議

の
結
果
�
答
申
さ
れ
た
﹃
新

市
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
図

書
館
の
﹁
基
本
計
画
﹂
に

つ
い
て
﹄
の
内
容
説
明
を

委
員
長
︵
桑
原
郁
夫
︶
よ

り
受
け
�
質
疑
を
行
�
た
�

２　

そ
の
他

　

今
後
の
活
動
と
し
て
ス

ク
�
ル
ガ
�
ド
の
取
り
組

み
�
文
化
・
教
育
施
設
の

視
察
に
つ
い
て
申
し
合
わ

せ
た
�

日
時

　

３
月
２
日　

午
前
10
時

審
査
事
件

１　

請
願
第
１
号

地
方
切
り
捨
て
を
せ
ず
�

住
民
の
安
全
と
安
心
を
守

る
公
的
機
関
の
役
割
を
重

視
し
�
住
民
の
サ
�
ビ
ス

向
上
を
求
め
る
請
願
書

　
　
　
　
　
　
　
　

採
択

審
査
内
容

問　

本
意
に
異
論
は
な
い

が
�
表
現
が
断
定
的
で
思

わ
し
く
な
い
�

答　

意
見
書
に
つ
い
て
は

ソ
フ
ト
に
文
言
を
調
整
し

た
い
�

２　

議
案
第
27
号

魚
沼
市
行
政
組
織
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

３　

議
案
第
28
号

魚
沼
市
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

４　

議
案
第
29
号

魚
沼
市
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て　
　
　
　

原
案
可
決

５　

議
案
第
30
号

魚
沼
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て　
　
　
　
　

原
案
可
決

６　

議
案
第
31
号

魚
沼
市
国
民
保
護
対
策
本

部
及
び
緊
急
対
処
事
態
対

策
本
部
条
例
の
制
定
に
つ

い
て　
　
　
　

原
案
可
決

７　

議
案
第
32
号

魚
沼
市
国
民
保
護
協
議
会

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

８　

議
案
第
33
号

魚
沼
市
特
別
会
計
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

９　

議
案
第
34
号

魚
沼
市
長
期
継
続
契
約
と

す
る
契
約
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

10　

議
案
第
35
号

魚
沼
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

11　

議
案
第
48
号

魚
沼
市
体
育
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

12　

議
案
第
49
号

魚
沼
市
地
域
運
動
広
場
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

13　

議
案
第
50
号

魚
沼
市
地
区
集
会
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

14　

議
案
第
51
号

市
有
施
設
の
処
分
に
つ
い

て　
　
　
　
　

原
案
可
決

15　

議
案
第
52
号

市
有
地
の
無
償
貸
付
に
つ

い
て　
　
　
　

原
案
可
決

16　

議
案
第
53
号

新
潟
県
と
魚
沼
市
と
の
新

潟
県
立
浅
草
山
麓
エ
コ
・

ミ
�
�
ジ
ア
ム
の
管
理
及

び
運
営
に
関
す
る
事
務
の

委
託
規
約
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

17　

議
案
第
54
号

魚
沼
市
エ
コ
・
ミ
�
�
ジ

ア
ム
管
理
条
例
の
制
定
に

つ
い
て　
　
　

原
案
可
決

18　

議
案
第
57
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
︵
入
広
瀬
雪
国
観
光

会
館
︶　
　
　

原
案
可
決

調
査
事
件

１　

閉
会
中
の
所
管
事
務
調

　

査
に
つ
い
て
は
実
施
す
る
�

２　

そ
の
他

魚
沼
市
立
小
中
学
校
︵
17

校
︶
を
視
察
研
修
す
る
こ

と
で
教
育
長
と
合
意

総
務
文
教
委
員
会
報
告
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問　
　

現
在
の
暫
定
措
置
で

あ
る
所
得
税
か
ら
の
譲
与
が

終
了
し
�
個
人
住
民
税
へ
の

税
源
移
譲
が
本
格
実
施
さ
れ

る
と
�
歳
入
︵
市
税
︶
は
ど

の
よ
う
に
推
移
し
�
魚
沼
市

の
財
政
に
及
ぼ
す
影
響
は
ど

の
よ
う
に
な
る
か
�

答　
　

魚
沼
市
の
平
成
18
年

度
に
税
源
移
譲
分
と
し
て
計

上
し
た
所
得
譲
与
税
は
２
億

８
�
２
０
０
万
円
で
あ
る
�

平
成
19
年
度
か
ら
は
所
得
譲

与
税
が
廃
止
さ
れ
�
個
人
市

民
税
に
移
譲
す
る
が
�
財
源

確
保
に
努
め
る
�

問　
　

組
織
機
構
の
見
直

し
�
職
員
定
数
削
減
に
つ
い

て
は
段
階
的
�
計
画
的
に
進

め
て
い
く
と
の
考
え
で
あ
る

が
�
何
よ
り
�
市
民
に
わ
か

り
や
す
い
組
織
機
構
の
見
直

し
と
合
併
の
ス
ケ
�
ル
メ

リ
�
ト
で
あ
る
コ
ス
ト
の
削

減
を
早
期
に
実
行
す
べ
き
と

考
え
る
が
�
市
長
の
所
見
を

問
う
�

答　
　

６
町
村
と
二
つ
の
一

部
事
務
組
合
の
合
併
は
共
通

事
務
の
一
元
化
や
専
門
職
の

研
修
機
会
が
増
え
�
一
定
の

効
果
が
あ
�
た
�
今
後
も
定

員
管
理
�
組
織
機
構
見
直
し

等
行
政
運
営
効
率
化
に
向
け

て
取
り
組
む
�

問　
　

庁
舎
建
設
が
あ
と
数

年
か
か
る
と
す
る
な
ら
ば
�

今
後
機
能
見
直
し
と
し
て
機

能
集
積
を
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
く
�
一
つ
の
例
と
し
て
�

農
林
課
�
建
設
課
�
都
市
整

備
課
の
事
業
課
を
同
じ
庁
舎

に
す
べ
き
と
考
え
る
が
�

答　
　

同
一
庁
舎
へ
の
機
能

集
積
は
組
織
機
構
見
直
し
の

中
で
検
討
し
て
い
く
�

問　
　

新
庁
舎
建
設
に
向
け

て
の
基
金
３
億
円
が
平
成
18

年
度
予
算
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
が
�
そ
れ
は
�
新
庁
舎

建
設
な
の
か
�
あ
る
い
は
今

あ
る
庁
舎
を
増
改
築
す
る
な

ど
し
て
�
機
能
を
持
た
せ
る

庁
舎
な
の
か
�
建
設
し
た
場

合
�
今
あ
る
庁
舎
の
利
活
用

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

か
�
市
長
の
所
見
を
問
う
�

答　
　

ま
ず
は
�
行
政
内
部

で
市
の
行
財
政
全
般
に
わ

た
�
て
議
論
を
深
め
な
が
ら

課
題
の
整
理
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
�

税
源
移
譲
・
機
構
見
直
し
・
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

問問

問

答

答

問 答答

指定管理者は次のとおり決定しました
施　　設　　名

入広瀬雪国観光会館

入広瀬山菜会館

雪むろと農産物加工場

入広瀬生きがいセンター

守門ライスセンター

守門高齢者居住施設、守門訪問介護事業所

守門デイサービスセンター、

精神障害者通所授産施設わかあゆ社

特別養護老人ホームあぶるま苑

在宅介護支援センター入広瀬

入広瀬デイサービスセンター、

湯之谷デイサービスセンター

伊米ケ崎デイサービスセンター

入広瀬老人福祉センター「やすらぎ苑」

広神老人福祉センター

堀之内老人憩の家

小出ボランティアセンター

財団法人魚沼市地域づくり振興公社

入広瀬山菜生産組合

有限会社ゆきくらフーズ

大白川生産森林組合

北魚沼農業協同組合

社会福祉法人魚沼市社会福祉協議会

社会福祉法人雪国魚沼福祉会

社会福祉法人魚沼福祉会

社会福祉法人魚沼福祉会

社会福祉法人魚沼市社会福祉協議会

社会福祉法人魚沼市社会福祉協議会

社会福祉法人魚沼市社会福祉協議会

社会福祉法人魚沼市社会福祉協議会

ＮＰＯ法人合歓の会

社会福祉法人魚沼市社会福祉協議会

指 定 管 理 者 施　　設　　名

総合ビジターセンターかたっくり

道光高原緑地公園

三ツ峰いこいの森公園、上原コスモス園、

戸隠・渓流・歴史公園

月岡公園ゴルフ練習場

変更された管理者は戸隠・渓流・歴史公園のみです。

神湯とふれあいの里

銀山平森林公園

湯之谷交流センターユピオ

栃尾又温泉センター

奥只見スロープカー

銀山平キャンプ場

折立温泉運動広場

湯之谷トレーニングセンター、

薬師テニスコート

薬師温泉センターゆ〜ぱーく薬師、

自然活用総合管理施設深雪の里

にいがた魚沼特産振興企業組合

奥只見道光高原リゾート株式会社

戸隠・渓流・歴史公園管理組合

株式会社ほりのうち

株式会社神湯温泉倶楽部

銀山平森林公園等管理組合

株式会社ユピオ

栃尾又温泉センター管理組合

奥只見観光株式会社

銀山平キャンプ場管理組合

トレーニングセンター管理組合

湯之谷薬師スキー場管理組合

株式会社深雪の里

指 定 管 理 者

閉
会
中
の
調
査

１
月
18
日

１　

魚
沼
市
民
図
書
館
︵
仮

称
︶
建
設
基
本
計
画
策
定

委
員
会
に
つ
い
て

　

20
回
に
及
ぶ
検
討
会
議

の
結
果
�
答
申
さ
れ
た
﹃
新

市
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
図

書
館
の
﹁
基
本
計
画
﹂
に

つ
い
て
﹄
の
内
容
説
明
を

委
員
長
︵
桑
原
郁
夫
︶
よ

り
受
け
�
質
疑
を
行
�
た
�

２　

そ
の
他

　

今
後
の
活
動
と
し
て
ス

ク
�
ル
ガ
�
ド
の
取
り
組

み
�
文
化
・
教
育
施
設
の

視
察
に
つ
い
て
申
し
合
わ

せ
た
�

日
時

　

３
月
２
日　

午
前
10
時

審
査
事
件

１　

請
願
第
１
号

地
方
切
り
捨
て
を
せ
ず
�

住
民
の
安
全
と
安
心
を
守

る
公
的
機
関
の
役
割
を
重

視
し
�
住
民
の
サ
�
ビ
ス

向
上
を
求
め
る
請
願
書

　
　
　
　
　
　
　
　

採
択

審
査
内
容

問　

本
意
に
異
論
は
な
い

が
�
表
現
が
断
定
的
で
思

わ
し
く
な
い
�

答　

意
見
書
に
つ
い
て
は

ソ
フ
ト
に
文
言
を
調
整
し

た
い
�

２　

議
案
第
27
号

魚
沼
市
行
政
組
織
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

３　

議
案
第
28
号

魚
沼
市
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

４　

議
案
第
29
号

魚
沼
市
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て　
　
　
　

原
案
可
決

５　

議
案
第
30
号

魚
沼
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て　
　
　
　
　

原
案
可
決

６　

議
案
第
31
号

魚
沼
市
国
民
保
護
対
策
本

部
及
び
緊
急
対
処
事
態
対

策
本
部
条
例
の
制
定
に
つ

い
て　
　
　
　

原
案
可
決

７　

議
案
第
32
号

魚
沼
市
国
民
保
護
協
議
会

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

８　

議
案
第
33
号

魚
沼
市
特
別
会
計
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

９　

議
案
第
34
号

魚
沼
市
長
期
継
続
契
約
と

す
る
契
約
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

10　

議
案
第
35
号

魚
沼
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

11　

議
案
第
48
号

魚
沼
市
体
育
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

12　

議
案
第
49
号

魚
沼
市
地
域
運
動
広
場
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

13　

議
案
第
50
号

魚
沼
市
地
区
集
会
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

14　

議
案
第
51
号

市
有
施
設
の
処
分
に
つ
い

て　
　
　
　
　

原
案
可
決

15　

議
案
第
52
号

市
有
地
の
無
償
貸
付
に
つ

い
て　
　
　
　

原
案
可
決

16　

議
案
第
53
号

新
潟
県
と
魚
沼
市
と
の
新

潟
県
立
浅
草
山
麓
エ
コ
・

ミ
�
�
ジ
ア
ム
の
管
理
及

び
運
営
に
関
す
る
事
務
の

委
託
規
約
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

17　

議
案
第
54
号

魚
沼
市
エ
コ
・
ミ
�
�
ジ

ア
ム
管
理
条
例
の
制
定
に

つ
い
て　
　
　

原
案
可
決

18　

議
案
第
57
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
︵
入
広
瀬
雪
国
観
光

会
館
︶　
　
　

原
案
可
決

調
査
事
件

１　

閉
会
中
の
所
管
事
務
調

　

査
に
つ
い
て
は
実
施
す
る
�

２　

そ
の
他

魚
沼
市
立
小
中
学
校
︵
17

校
︶
を
視
察
研
修
す
る
こ

と
で
教
育
長
と
合
意

総
務
文
教
委
員
会
報
告
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者
居
住
施
設
及
び
守
門

訪
問
介
護
事
業
所

２　

㈳
魚
沼
市
社
会
福
祉

協
議
会　
　

原
案
可
決

調
査
事
件

１　

閉
会
中
の
所
管
事
務
等

の
調
査
に
つ
い
て

　

閉
会
中
に
本
委
員
会
が

所
管
事
務
調
査
を
行
う
こ

と
と
し
た
�

２　

そ
の
他

　

タ
イ
ム
ケ
ア
事
業
︵
障

害
児
学
童
保
育
︶
に
つ
い

て
概
要
説
明
を
受
け
�
質

疑
を
行
�
た
�

日
時

　

１
月
12
日

調
査
事
件
名

１　

企
業
誘
致
に
つ
い
て

２　

豪
雪
対
策
と
除
雪
体
制

に
つ
い
て

審
議
内
容

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
�

魚
沼
市
企
業
誘
致
情
報
セ
ン

タ
�
の
設
置
�
水
の
郷
プ
ロ

ジ
�
ク
ト
チ
�
ム
の
活
動
報

告
�
水
の
郷
工
業
団
地
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後
�
質
疑
を
行
�
た
�

問　

魚
沼
市
企
業
誘
致
情
報

セ
ン
タ
�
の
新
年
度
の
予
算

は
ど
の
く
ら
い
か
�

答　

約
７
０
０
万
と
考
え

る
�

問　

全
体
27

 

ha
の
う
ち
�Ｕ

Ｍ
Ｃ
の
土
地
利
用
計
画
面
積

は
�

答　

約
15

 

ha
を
予
定
し
て

い
る
�

　

豪
雪
対
策
と
除
雪
体
制
に

つ
い
て
は
�
休
憩
中
に
魚
沼

地
域
振
興
局
に
お
い
て
�
雪

に
よ
る
被
害
状
況
と
県
及
び

市
の
対
応
等
に
つ
い
て
�
自

民
党
県
議
団
に
同
席
し
て
説

明
を
受
け
た
�
そ
の
後
大
湯

地
区
か
ら
中
家
地
区
に
か
け

現
地
調
査
を
行
�
た
�

日
時

　

２
月
20
日

調
査
事
件
名

１　

有
機
セ
ン
タ
�
建
設
計

画
に
つ
い
て

２　

直
営
観
光
施
設
の
経
営

状
況
に
つ
い
て

︵
同
施
設
現
地
調
査
︶

審
議
内
容

　

有
機
セ
ン
タ
�
建
設
計
画

に
つ
い
て
は
�
資
料
に
よ
り

設
計
の
仕
様
�
各
社
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
�
シ
�
ン
等
の
説
明

を
受
け
た
後
�
質
疑
を
行
�

た
�

問　

南
魚
沼
市
に
稼
働
し
て

い
る
有
機
セ
ン
タ
�
が
あ
る

が
�
委
託
を
考
え
て
い
な
い

か
�

答　

魚
沼
市
独
自
に
建
設
の

方
向
で
取
り
組
み
た
い
�

問　

臭
気
対
策
は
�

答　

防
臭
フ
�
ド
等
使
い
１

カ
所
に
集
め
脱
臭
し
た
い
�

問　

建
設
予
定
地
は
ど
こ

か
�

答　

何
カ
所
か
検
討
し
て
い

る
が
�
ま
だ
絞
ら
れ
て
い
な

い
�

問　

管
理
運
営
母
体
は
決
定

し
た
か
�

答　

決
定
に
至
�
て
い
な

い
�

問　

管
理
運
営
面
で
赤
字
に

な
�
た
場
合
補
て
ん
す
る
の

か
�

産
業
建
設
委
員
会
報
告

日
時

　

３
月
８
日　

午
前
10
時

審
査
事
件

１　

請
願
第
２
号

患
者
�
国
民
の
医
療
費
負

担
増
の
中
止
を
求
め
る
請

願　
　
　
　
　

継
続
審
査

２　

議
案
第
36
号

魚
沼
市
寝
た
き
り
老
人
等

介
護
手
当
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て　

原
案
可
決

３　

議
案
第
37
号

魚
沼
市
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
�
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て　
　
　
　
　

原
案
可
決

４　

議
案
第
38
号

魚
沼
市
老
人
憩
の
家
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

５　

議
案
第
39
号

魚
沼
市
介
護
支
援
セ
ン

タ
�
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

６　

議
案
第
40
号

魚
沼
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

７　

議
案
第
41
号

魚
沼
市
児
童
の
医
療
費
助

成
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て　
　

原
案
可
決

８　

議
案
第
58
号
�
67
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

１　

指
定
管
理
者
に
管
理

を
行
わ
せ
る
公
の
施
設

の
名
称

小
出
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
セ

ン
タ
�

２　

指
定
管
理
者
と
な
る

団
体

㈳
魚
沼
市
社
会
福
祉
協

議
会　
　
　

原
案
可
決

９　

議
案
第
59
号

１　

堀
之
内
老
人
憩
の
家

２　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
合
歓
の

会　
　
　
　

原
案
可
決

10　

議
案
第
60
号

１　

広
神
老
人
福
祉
セ
ン

タ
�

２　

㈳
魚
沼
市
社
会
福
祉

協
議
会　
　

原
案
可
決

11　

議
案
第
61
号

１　

入
広
瀬
老
人
福
祉
セ

ン
タ
�
﹁
や
す
ら
ぎ
苑
﹂

２　

㈳
魚
沼
市
社
会
福
祉

協
議
会　
　

原
案
可
決

12　

議
案
第
62
号

１　

伊
米
ケ
崎
デ
イ
サ
�

ビ
ス
セ
ン
タ
�

２　

㈳
魚
沼
市
社
会
福
祉

協
議
会　
　

原
案
可
決

13　

議
案
第
63
号

１　

湯
之
谷
デ
イ
サ
�
ビ

ス
セ
ン
タ
�

２　

㈳
魚
沼
市
社
会
福
祉

協
議
会　
　

原
案
可
決

14　

議
案
第
64
号

１　

入
広
瀬
デ
イ
サ
�
ビ

ス
セ
ン
タ
�
及
び
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
�
入

広
瀬

２　

㈳
魚
沼
福
祉
会

　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

15　

議
案
第
65
号

１　

特
別
養
護
老
人
ホ
�

ム
あ
ぶ
る
ま
苑

２　

㈳
魚
沼
福
祉
会

　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

16　

議
案
第
66
号

１　

精
神
障
害
者
通
所
授

産
施
設
わ
か
あ
ゆ
社

２　

㈳
雪
国
魚
沼
福
祉
会

　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

17　

議
案
第
67
号

１　

守
門
デ
イ
サ
�
ビ
ス

セ
ン
タ
�
�
守
門
高
齢

福
祉
環
境
委
員
会
報
告

六花園視察
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者
居
住
施
設
及
び
守
門

訪
問
介
護
事
業
所

２　

㈳
魚
沼
市
社
会
福
祉

協
議
会　
　

原
案
可
決

調
査
事
件

１　

閉
会
中
の
所
管
事
務
等

の
調
査
に
つ
い
て

　

閉
会
中
に
本
委
員
会
が

所
管
事
務
調
査
を
行
う
こ

と
と
し
た
�

２　

そ
の
他

　

タ
イ
ム
ケ
ア
事
業
︵
障

害
児
学
童
保
育
︶
に
つ
い

て
概
要
説
明
を
受
け
�
質

疑
を
行
�
た
�

日
時

　

１
月
12
日

調
査
事
件
名

１　

企
業
誘
致
に
つ
い
て

２　

豪
雪
対
策
と
除
雪
体
制

に
つ
い
て

審
議
内
容

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
�

魚
沼
市
企
業
誘
致
情
報
セ
ン

タ
�
の
設
置
�
水
の
郷
プ
ロ

ジ
�
ク
ト
チ
�
ム
の
活
動
報

告
�
水
の
郷
工
業
団
地
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後
�
質
疑
を
行
�
た
�

問　

魚
沼
市
企
業
誘
致
情
報

セ
ン
タ
�
の
新
年
度
の
予
算

は
ど
の
く
ら
い
か
�

答　

約
７
０
０
万
と
考
え

る
�

問　

全
体
27

 

ha
の
う
ち
�Ｕ

Ｍ
Ｃ
の
土
地
利
用
計
画
面
積

は
�

答　

約
15

 

ha
を
予
定
し
て

い
る
�

　

豪
雪
対
策
と
除
雪
体
制
に

つ
い
て
は
�
休
憩
中
に
魚
沼

地
域
振
興
局
に
お
い
て
�
雪

に
よ
る
被
害
状
況
と
県
及
び

市
の
対
応
等
に
つ
い
て
�
自

民
党
県
議
団
に
同
席
し
て
説

明
を
受
け
た
�
そ
の
後
大
湯

地
区
か
ら
中
家
地
区
に
か
け

現
地
調
査
を
行
�
た
�

日
時

　

２
月
20
日

調
査
事
件
名

１　

有
機
セ
ン
タ
�
建
設
計

画
に
つ
い
て

２　

直
営
観
光
施
設
の
経
営

状
況
に
つ
い
て

︵
同
施
設
現
地
調
査
︶

審
議
内
容

　

有
機
セ
ン
タ
�
建
設
計
画

に
つ
い
て
は
�
資
料
に
よ
り

設
計
の
仕
様
�
各
社
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
�
シ
�
ン
等
の
説
明

を
受
け
た
後
�
質
疑
を
行
�

た
�

問　

南
魚
沼
市
に
稼
働
し
て

い
る
有
機
セ
ン
タ
�
が
あ
る

が
�
委
託
を
考
え
て
い
な
い

か
�

答　

魚
沼
市
独
自
に
建
設
の

方
向
で
取
り
組
み
た
い
�

問　

臭
気
対
策
は
�

答　

防
臭
フ
�
ド
等
使
い
１

カ
所
に
集
め
脱
臭
し
た
い
�

問　

建
設
予
定
地
は
ど
こ

か
�

答　

何
カ
所
か
検
討
し
て
い

る
が
�
ま
だ
絞
ら
れ
て
い
な

い
�

問　

管
理
運
営
母
体
は
決
定

し
た
か
�

答　

決
定
に
至
�
て
い
な

い
�

問　

管
理
運
営
面
で
赤
字
に

な
�
た
場
合
補
て
ん
す
る
の

か
�

産
業
建
設
委
員
会
報
告

日
時

　

３
月
８
日　

午
前
10
時

審
査
事
件

１　

請
願
第
２
号

患
者
�
国
民
の
医
療
費
負

担
増
の
中
止
を
求
め
る
請

願　
　
　
　
　

継
続
審
査

２　

議
案
第
36
号

魚
沼
市
寝
た
き
り
老
人
等

介
護
手
当
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て　

原
案
可
決

３　

議
案
第
37
号

魚
沼
市
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
�
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て　
　
　
　
　

原
案
可
決

４　

議
案
第
38
号

魚
沼
市
老
人
憩
の
家
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

５　

議
案
第
39
号

魚
沼
市
介
護
支
援
セ
ン

タ
�
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

６　

議
案
第
40
号

魚
沼
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

７　

議
案
第
41
号

魚
沼
市
児
童
の
医
療
費
助

成
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て　
　

原
案
可
決

８　

議
案
第
58
号
�
67
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

１　

指
定
管
理
者
に
管
理

を
行
わ
せ
る
公
の
施
設

の
名
称

小
出
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
セ

ン
タ
�

２　

指
定
管
理
者
と
な
る

団
体

㈳
魚
沼
市
社
会
福
祉
協

議
会　
　
　

原
案
可
決

９　

議
案
第
59
号

１　

堀
之
内
老
人
憩
の
家

２　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
合
歓
の

会　
　
　
　

原
案
可
決

10　

議
案
第
60
号

１　

広
神
老
人
福
祉
セ
ン

タ
�

２　

㈳
魚
沼
市
社
会
福
祉

協
議
会　
　

原
案
可
決

11　

議
案
第
61
号

１　

入
広
瀬
老
人
福
祉
セ

ン
タ
�
﹁
や
す
ら
ぎ
苑
﹂

２　

㈳
魚
沼
市
社
会
福
祉

協
議
会　
　

原
案
可
決

12　

議
案
第
62
号

１　

伊
米
ケ
崎
デ
イ
サ
�

ビ
ス
セ
ン
タ
�

２　

㈳
魚
沼
市
社
会
福
祉

協
議
会　
　

原
案
可
決

13　

議
案
第
63
号

１　

湯
之
谷
デ
イ
サ
�
ビ

ス
セ
ン
タ
�

２　

㈳
魚
沼
市
社
会
福
祉

協
議
会　
　

原
案
可
決

14　

議
案
第
64
号

１　

入
広
瀬
デ
イ
サ
�
ビ

ス
セ
ン
タ
�
及
び
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
�
入

広
瀬

２　

㈳
魚
沼
福
祉
会

　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

15　

議
案
第
65
号

１　

特
別
養
護
老
人
ホ
�

ム
あ
ぶ
る
ま
苑

２　

㈳
魚
沼
福
祉
会

　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

16　

議
案
第
66
号

１　

精
神
障
害
者
通
所
授

産
施
設
わ
か
あ
ゆ
社

２　

㈳
雪
国
魚
沼
福
祉
会

　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

17　

議
案
第
67
号

１　

守
門
デ
イ
サ
�
ビ
ス

セ
ン
タ
�
�
守
門
高
齢

福
祉
環
境
委
員
会
報
告

六花園視察



魚沼市議会だより23 22魚沼市議会だより

答　

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
�

問　

市
内
で
安
定
的
に
家
畜

の
ふ
ん
尿
を
確
保
で
き
る
の

か
�

答　

ア
ン
ケ
�
ト
の
結
果
�

１
日
30
ト
ン
確
保
で
き
る
�

　

市
営
観
光
施
設
︵
須
原
ス

キ
�
場
�
守
門
温
泉
青
雲
館
�

寿
和
温
泉
�
ひ
め
さ
ゆ
り
荘
�

大
原
ス
キ
�
場
�浅
草
山
荘)

の
現
地
調
査
を
行
う
�

日
時

　

３
月
７
日

審
査
事
件

１　

請
願
第
３
号

　

関
税
引
き
下
げ
と
ミ
ニ
マ

ム
・
ア
ク
セ
ス
米
の
拡
大
を

許
さ
ず
�
食
料
自
給
率
向
上

と
地
域
農
業
の
振
興
を
求
め

る
請
願　
　
　
　
　
　

採
択

２　

請
願
第
４
号

　

﹁
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
﹂
に
か
か
わ
る
請
願

　
　
　
　
　
　
　
　

不
採
択

３　

議
案
第
42
号

　

魚
沼
市
ス
キ
�
場
条
例
の

制
定
に
つ
い
て　

原
案
可
決

４　

議
案
第
43
号

　

魚
沼
市
総
合
案
内
及
び
物

産
販
売
施
設
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て　
　
　
　
　

原
案
可
決

５　

議
案
第
44
号

　

魚
沼
市
温
泉
施
設
等
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て　

原
案
可
決

６　

議
案
第
45
号

　

魚
沼
市
観
光
施
設
等
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て　

原
案
可
決

７　

議
案
第
46
号

　

魚
沼
市
有
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て 

原
案
可
決

８　

議
案
第
47
号

　

魚
沼
市
営
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

９　

議
案
第
55
号

　

市
道
路
線
の
認
定
及
び
変

更
に
つ
い
て　
　

原
案
可
決

10　

議
案
第
56
号

　

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

11　

議
案
第
68
号
�
84
号

　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て　

い
ず
れ
も
原
案
可
決

調
査
事
件

１　

閉
会
中
の
所
管
事
務
調

査
に
つ
い
て
は
実
施
す
る
�

２　

そ
の
他

　

災
害
復
旧
費
等
に
つ
い
て

質
疑
が
な
さ
れ
た
�

２
月
４
日

　

地
域
振
興
セ
ン
タ
�
で
の

﹁
地
域
医
療
を
考
え
る
ワ
�

ク
シ
�
�
プ
﹂
に
�
委
員
全

員
で
参
加
�

　
２
月
22
日

　

﹁
魚
沼
基
幹
病
院
構
想
の

早
期
確
立
と
小
出
病
院
の
存

続
�
医
療
と
施
設
の
充
実
を

求
め
る
要
望
書(

案)

﹂と﹁
県

立
小
出
病
院
の
維
持
・
存
続

を
求
め
る
意
見
書
︵
案
︶﹂

が
委
員
長
か
ら
提
案
さ
れ
�

意
見
交
換
�

　

字
句
�
表
現
等
に
も
意
見

が
出
た
の
で
�
委
員
長
の
方

で
修
正
の
上
�
次
回
の
委
員

会
で
決
定
し
�
発
議
す
る
方

向
で
意
見
集
約
し
て
閉
会
�

　
３
月
13
日

　

前
回
の
委
員
会
で
検
討
し

た
﹁
要
望
書
﹂
と
﹁
意
見
書
﹂

に
つ
い
て
引
き
続
き
審
議
�

　

要
望
書
に
つ
い
て
は
�
本

小
出
病
院
対
策
調
査

特
別
委
員
会
報
告

寿和温泉温水プール視察

茂沢地区仮設住宅視察

会
議
へ
の
委
員
長
報
告
の
中

に
盛
り
込
み
�
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
決
定
�

︵
要
望
事
項
は
�①
基
幹
病
院

構
想
の
早
期
確
立
②
小
出
病

院
の
二
次
救
急
告
示
病
院
と

し
て
の
存
続
③
医
師
確
保
︶

　

意
見
書
︵
案
︶
に
つ
い
て

は
�
後
日
検
討
す
る
こ
と
と

し
た
�

　

次
に
�﹁
魚
沼
市
の
医
療

に
つ
い
て
の
庁
内
プ
ロ
ジ
�

ク
ト
チ
�
ム
﹂
の
検
討
結
果

と
�
そ
れ
を
受
け
て
の
﹁
有

識
者
会
議
﹂
の
審
議
の
状
況

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
�
質

疑
を
行
�
た
�

　
３
月
17
日　

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
終

了
後
に
開
会
�

　

前
回
に
続
き
意
見
書
の
取

り
扱
い
を
協
議
�
意
見
書
発

議
は
�
今
議
会
で
は
保
留
と

し
�
今
後
引
き
続
き
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
閉
会
�

１
月
30
日

１　

豪
雪
状
況
等
に
つ
い
て

　

豪
雪
の
状
況
と
し
て

１　

連
日
簡
易
水
道
渇
水

２　

茂
沢
仮
設
住
宅

３　

大
白
川
地
区
雪
崩

４　

大
自
然
館
油
流
出

５　

錦
鯉
越
冬
施
設
倒
壊

　

︵
小
出
地
内
︶

６　

新
道
島
集
落

７　

芋
川
災
害
復
旧
事
業

８　

消
流
雪
用
水
導
入
事
業

︵
堀
之
内
地
内
︶

を
現
地
調
査
し
�
関
係
者
か

ら
説
明
を
受
け
�
意
見
交
換

を
行
�
た
�

２　

雪
害
対
策
に
つ
い
て

　

１
月
６
日
に
市
豪
雪
対
策

本
部
を
設
置
し
�
１
月
８
日

に
は
市
豪
雪
災
害
対
策
本
部

体
制
に
移
行
�
同
日
災
害
救

助
法
が
適
用
さ
れ
�
高
齢
者

や
障
害
の
あ
る
方
な
ど
要
援

護
世
帯
を
対
象
と
し
て
屋
根

の
雪
下
ろ
し
等
�
さ
ら
に
�

自
衛
隊
に
災
害
派
遣
要
請
を

行
い
�
公
共
施
設
の
除
雪
作

業
を
実
施
し
た
旨
の
報
告
を

受
け
た
�
ま
た
�
被
害
状
況

や
今
後
の
対
策
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
�
質
疑
を

行
�
た
�

３
月
13
日

１　

豪
雪
状
況
等
に
つ
い
て

　

被
害
状
況
及
び
対
応
状
況

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
�
質

疑
を
行
�
た
�

　

ま
た
�
融
雪
が
遅
れ
た
場

合
に
は
�
市
道
農
道
の
割
り

込
み
�
農
地
の
消
雪
剤
散
布

助
成
等
の
対
策
を
講
ず
る
旨

の
説
明
が
あ
�
た
�

２　

災
害
復
旧
工
事
の
繰
り

越
し
に
つ
い
て

　

予
算
付
け
の
遅
れ
や
降
雪

等
の
関
係
で
�
農
地
農
業
用

施
設
災
４
５
２
件
�
林
道
施

設
災
53
件
�
公
共
土
木
施
設

災
45
件
等
が
繰
り
越
さ
れ
る

旨
の
説
明
を
受
け
�
質
疑
が

行
わ
れ
た
�

　

い
ず
れ
も
18
年
度
中
に
は

竣
工
�
ま
た
�
16
年
災
の
田

復
旧
に
つ
い
て
は
�
今
春
の

作
付
け
に
間
に
合
わ
せ
る
と

の
説
明
を
受
け
た
�

３　

中
越
地
震
解
体
廃
棄
物

処
理
事
業
の
期
間
延
長
に
つ

い
て
の
陳
情
書
に
つ
い
て

　

陳
情
書
の
み
で
資
料
も
な

く
説
明
等
不
十
分
の
た
め
�

資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と

と
し
た
�

４　

そ
の
他

　

仮
設
住
宅
入
居
者
等
の
住

宅
再
建
未
定
者
の
こ
と
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
�
た
�

災
害
復
旧
復
興
対
策

特
別
委
員
会
報
告
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答　

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
�

問　

市
内
で
安
定
的
に
家
畜

の
ふ
ん
尿
を
確
保
で
き
る
の

か
�

答　

ア
ン
ケ
�
ト
の
結
果
�

１
日
30
ト
ン
確
保
で
き
る
�

　

市
営
観
光
施
設
︵
須
原
ス

キ
�
場
�
守
門
温
泉
青
雲
館
�

寿
和
温
泉
�
ひ
め
さ
ゆ
り
荘
�

大
原
ス
キ
�
場
�浅
草
山
荘)

の
現
地
調
査
を
行
う
�

日
時

　

３
月
７
日

審
査
事
件

１　

請
願
第
３
号

　

関
税
引
き
下
げ
と
ミ
ニ
マ

ム
・
ア
ク
セ
ス
米
の
拡
大
を

許
さ
ず
�
食
料
自
給
率
向
上

と
地
域
農
業
の
振
興
を
求
め

る
請
願　
　
　
　
　
　

採
択

２　

請
願
第
４
号

　

﹁
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
﹂
に
か
か
わ
る
請
願

　
　
　
　
　
　
　
　

不
採
択

３　

議
案
第
42
号

　

魚
沼
市
ス
キ
�
場
条
例
の

制
定
に
つ
い
て　

原
案
可
決

４　

議
案
第
43
号

　

魚
沼
市
総
合
案
内
及
び
物

産
販
売
施
設
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て　
　
　
　
　

原
案
可
決

５　

議
案
第
44
号

　

魚
沼
市
温
泉
施
設
等
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て　

原
案
可
決

６　

議
案
第
45
号

　

魚
沼
市
観
光
施
設
等
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て　

原
案
可
決

７　

議
案
第
46
号

　

魚
沼
市
有
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て 

原
案
可
決

８　

議
案
第
47
号

　

魚
沼
市
営
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

９　

議
案
第
55
号

　

市
道
路
線
の
認
定
及
び
変

更
に
つ
い
て　
　

原
案
可
決

10　

議
案
第
56
号

　

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

11　

議
案
第
68
号
�
84
号

　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て　

い
ず
れ
も
原
案
可
決

調
査
事
件

１　

閉
会
中
の
所
管
事
務
調

査
に
つ
い
て
は
実
施
す
る
�

２　

そ
の
他

　

災
害
復
旧
費
等
に
つ
い
て

質
疑
が
な
さ
れ
た
�

２
月
４
日

　

地
域
振
興
セ
ン
タ
�
で
の

﹁
地
域
医
療
を
考
え
る
ワ
�

ク
シ
�
�
プ
﹂
に
�
委
員
全

員
で
参
加
�

　
２
月
22
日

　

﹁
魚
沼
基
幹
病
院
構
想
の

早
期
確
立
と
小
出
病
院
の
存

続
�
医
療
と
施
設
の
充
実
を

求
め
る
要
望
書(

案)

﹂と﹁
県

立
小
出
病
院
の
維
持
・
存
続

を
求
め
る
意
見
書
︵
案
︶﹂

が
委
員
長
か
ら
提
案
さ
れ
�

意
見
交
換
�

　

字
句
�
表
現
等
に
も
意
見

が
出
た
の
で
�
委
員
長
の
方

で
修
正
の
上
�
次
回
の
委
員

会
で
決
定
し
�
発
議
す
る
方

向
で
意
見
集
約
し
て
閉
会
�

　
３
月
13
日

　

前
回
の
委
員
会
で
検
討
し

た
﹁
要
望
書
﹂
と
﹁
意
見
書
﹂

に
つ
い
て
引
き
続
き
審
議
�

　

要
望
書
に
つ
い
て
は
�
本

小
出
病
院
対
策
調
査

特
別
委
員
会
報
告

寿和温泉温水プール視察

茂沢地区仮設住宅視察

会
議
へ
の
委
員
長
報
告
の
中

に
盛
り
込
み
�
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
決
定
�

︵
要
望
事
項
は
�①
基
幹
病
院

構
想
の
早
期
確
立
②
小
出
病

院
の
二
次
救
急
告
示
病
院
と

し
て
の
存
続
③
医
師
確
保
︶

　

意
見
書
︵
案
︶
に
つ
い
て

は
�
後
日
検
討
す
る
こ
と
と

し
た
�

　

次
に
�﹁
魚
沼
市
の
医
療

に
つ
い
て
の
庁
内
プ
ロ
ジ
�

ク
ト
チ
�
ム
﹂
の
検
討
結
果

と
�
そ
れ
を
受
け
て
の
﹁
有

識
者
会
議
﹂
の
審
議
の
状
況

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
�
質

疑
を
行
�
た
�

　
３
月
17
日　

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
終

了
後
に
開
会
�

　

前
回
に
続
き
意
見
書
の
取

り
扱
い
を
協
議
�
意
見
書
発

議
は
�
今
議
会
で
は
保
留
と

し
�
今
後
引
き
続
き
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
閉
会
�

１
月
30
日

１　

豪
雪
状
況
等
に
つ
い
て

　

豪
雪
の
状
況
と
し
て

１　

連
日
簡
易
水
道
渇
水

２　

茂
沢
仮
設
住
宅

３　

大
白
川
地
区
雪
崩

４　

大
自
然
館
油
流
出

５　

錦
鯉
越
冬
施
設
倒
壊

　

︵
小
出
地
内
︶

６　

新
道
島
集
落

７　

芋
川
災
害
復
旧
事
業

８　

消
流
雪
用
水
導
入
事
業

︵
堀
之
内
地
内
︶

を
現
地
調
査
し
�
関
係
者
か

ら
説
明
を
受
け
�
意
見
交
換

を
行
�
た
�

２　

雪
害
対
策
に
つ
い
て

　

１
月
６
日
に
市
豪
雪
対
策

本
部
を
設
置
し
�
１
月
８
日

に
は
市
豪
雪
災
害
対
策
本
部

体
制
に
移
行
�
同
日
災
害
救

助
法
が
適
用
さ
れ
�
高
齢
者

や
障
害
の
あ
る
方
な
ど
要
援

護
世
帯
を
対
象
と
し
て
屋
根

の
雪
下
ろ
し
等
�
さ
ら
に
�

自
衛
隊
に
災
害
派
遣
要
請
を

行
い
�
公
共
施
設
の
除
雪
作

業
を
実
施
し
た
旨
の
報
告
を

受
け
た
�
ま
た
�
被
害
状
況

や
今
後
の
対
策
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
�
質
疑
を

行
�
た
�

３
月
13
日

１　

豪
雪
状
況
等
に
つ
い
て

　

被
害
状
況
及
び
対
応
状
況

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
�
質

疑
を
行
�
た
�

　

ま
た
�
融
雪
が
遅
れ
た
場

合
に
は
�
市
道
農
道
の
割
り

込
み
�
農
地
の
消
雪
剤
散
布

助
成
等
の
対
策
を
講
ず
る
旨

の
説
明
が
あ
�
た
�

２　

災
害
復
旧
工
事
の
繰
り

越
し
に
つ
い
て

　

予
算
付
け
の
遅
れ
や
降
雪

等
の
関
係
で
�
農
地
農
業
用

施
設
災
４
５
２
件
�
林
道
施

設
災
53
件
�
公
共
土
木
施
設

災
45
件
等
が
繰
り
越
さ
れ
る

旨
の
説
明
を
受
け
�
質
疑
が

行
わ
れ
た
�

　

い
ず
れ
も
18
年
度
中
に
は

竣
工
�
ま
た
�
16
年
災
の
田

復
旧
に
つ
い
て
は
�
今
春
の

作
付
け
に
間
に
合
わ
せ
る
と

の
説
明
を
受
け
た
�

３　

中
越
地
震
解
体
廃
棄
物

処
理
事
業
の
期
間
延
長
に
つ

い
て
の
陳
情
書
に
つ
い
て

　

陳
情
書
の
み
で
資
料
も
な

く
説
明
等
不
十
分
の
た
め
�

資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と

と
し
た
�

４　

そ
の
他

　

仮
設
住
宅
入
居
者
等
の
住

宅
再
建
未
定
者
の
こ
と
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
�
た
�

災
害
復
旧
復
興
対
策

特
別
委
員
会
報
告
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平
成
18
年
度
�
市
の
予
算

が
組
ま
れ
た
�
財
布
の
中
身

は
軽
く
�
や
り
く
り
は
非
常

に
難
し
い
�
小
遣
い
も
な
く
�

預
金
残
高
︵
基
金
︶
も
底
を

つ
く
�
合
併
は
ソ
フ
ト
ラ
ン

デ
�
ン
グ
︵
軟
着
陸
︶
だ
�

た
が
テ
�
ク
オ
フ
︵
離
陸
︶

は
ハ
�
ド
だ
�
な
ら
ば
市
の

仕
事
�
事
業
も
存
続
か
�
縮

小
か
�
廃
止
も
含
め
て
見
直

し
が
必
要
だ
�

　

世
の
中
に
は
し
な
く
て
も

よ
い
も
の
�
持
た
な
く
て
も

よ
い
も
の
�
結
構
あ
る
�
選

択
と
集
中
を
図
る
べ
き
だ
�

　

市
役
所
は
市
民
の
役
に
立

つ
所
で
あ
り
�
市
民
と
は
市

を
担
う
民
間
人
で
あ
る
�
公

共
サ
�
ビ
ス
は
官
だ
け
で
や

る
も
の
で
な
く
�
民
と
協
働

で
や
れ
ば
い
い
の
だ
�

　

あ
な
た
の
ち
�
�
と
し
た

知
恵
と
汗
を
出
し
て
み
ま
せ

ん
か
�

　
　
　
　
　

︵
五
十
嵐
昭
夫
︶

　

こ

の

会

誌

の
Ｎ
ｏ
７

で
�
市
の
活
性
化
の
夢
を

問
わ
れ
た
市
長
は
�
﹁
魚

沼
の
地
は
�
農
業
を
抜
き

に
し
て
語
る
こ
と
は
で
き

な
い
云
々
﹂
と
対
応
し
て

い
た
�
農
耕
民
族
の
特
性

は
�
地
域
・
人
・
自
然
を

愛
す
る
こ
と
が
第
一
義
で

あ
り
�
地
域
︵
国
︶
を
愛

す
る
本
能
で
結
ば
れ
て
い

る
�
従
�
て
﹁
人
と
四
季

が
か
が
や
く
雪
の
く
に
﹂

は
�
最
良
の
目
標
で
も
あ

る
�

　

人
の
大
切
さ
を
末
法
思

想
で
は
﹁
世
の
中
は
物
に

よ
�
て
栄
え
�
人
に
よ
�

て
滅
ぶ
�
人
は
心
に
よ
�

て
栄
え
物
に
よ
�
て
滅

ぶ
﹂
と
教
え
て
い
る
�

　

今
の
子
ど
も
は
�混
乱
�

暴
走
�
崩
壊
の
中
に
生
き

て
�
敏
感
な
模
倣
性
に

よ
�
て
成
長
す
る
�
子
ど

も
は
�
大
人
社
会
の
反
映

な
の
で
あ
り
�
教
育
の
最

高
に
健
全
な
処
方
は
�
迫

力
あ
る
生
身
の
大
人
が
増

え
る
こ
と
に
よ
�
て
の
み

達
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
�

　

今
�
国
の
立
法
�
司
法
�

行
政
の
現
状
は
�
支
離
滅

裂
�
混
沌
た
る
様
相
で
枚

挙
に
い
と
ま
も
な
い
が
�

国
会
の
今
後
で
は
�
愛
国

心
で
も
め
て
い
た
教
育
基

本
法
改
正
が
審
議
さ
れ
る

ら
し
い
�

　

教
育
の
根
幹
と
�
学
力

崩
壊
�規
範
意
識
の
低
下
�

学
校
教
育
の
立
て
直
し
�

家
庭
教
育
力
の
回
復
等
が

審
議
さ
れ
る
と
思
わ
れ

る
�

　

合
併
前
北
魚
の
町
村
単

位
の
学
校
が
大
き
く
統
合

さ
れ
�
充
実
し
た
市
の
教

育
行
政
の
統
率
と
指
導
の

下
�
学
校
現
場
と
社
会
教

育
の
各
分
野
は
活
気
に
満

ち
て
い
る
よ
う
だ
�

　

市
の
﹁
教
育
振
興
会
﹂

の
協
力
と
�各
学
校
の﹁
評

議
員
会
﹂
に
よ
る
活
動
�

社
教
各
団
体
の
活
躍
で
�

﹁
地
域
に
へ
き
地
は
あ
�

て
も
�
教
育
と
安
心
安
全

に
へ
き
地
な
し
﹂
と
�
市

長
の
言
わ
れ
る
�﹁
住
ん

で
よ
か
�
た
�
住
み
よ
い

地
域
﹂
を
目
指
し
て
�
議

会
�
行
政
�
市
民
�
学
校

の
結
束
と
努
力
を
期
待
し

て
い
る
�

教
育
に
よ
る

人
づ
く
り
に
期
待
す
る

大
沢　

遠
藤
政
美
さ
ん

　

︵
80
歳
︶

魚
沼
市
議
員
団

　

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に

　
　
　
　

参
加
し
て
き
ま
し
た
�

魚
沼
市
議
員
団

　

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に

　
　
　
　

参
加
し
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き
ま
し
た
�
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